
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

［
編
集
・
発
行
］ 平
戸
市
行
革
推
進
課
　
〒
859-5192 長

崎
県
平
戸
市
岩
の
上
町
1508番

地
3

■
TEL／

0950-22-4111（
代
）  FAX／

0950-22-5178　
■
U
RL http://w

w
w
.city.hirado.nagasaki.jp/ ■

E-m
ail  kouhou@

city.hirado.lg.jp
■
印
刷
／
有
限
会
社
ケ
ン
ホ
ク
プ
リ
ン
ト

古
紙
配
合
の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

Hirado city Public Relations
2015.10 No.121
広
報
ひ
ら
ど
　
平
成
27年

10月
号

平
戸
市
役
所
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
25

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

■大島村ふるさとまつり■大島村ふる

●とき

　　11月８日（日）

　　午前１０時～

●ところ

　　大島村離島開発総合

　　センター前広場

■平戸瀬戸市場「秋の収穫祭」

合

■平戸瀬戸市場

●とき

　　11月14日（土）・15日（日）

　　午前９時～

●ところ

　　平戸瀬戸市場

■いきつき勇魚まつり

）

■いきつき勇

●とき

　　11月23日（月・祝）

　　午前10時～

●ところ

　　平戸市役所生月支所

　　前漁港用地広場

■平戸和牛フェア（開催中）
●ところ：市内の参画宿泊施設・飲食店●とき：～10月３１日（土）

１０

広報ひらど 平成27年10月号 36

広報ひらど
ひと（HITO） 響きあう 宝島 平戸

October
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平戸市市制10周年記念号

笑
顔
が

　 

あ
ふ
れ
る

　  

未
来
へ

th 
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平
戸
市
市
制
施
行
10
周
年
を

迎
え
、
市
議
会
を
代
表
し
て
一
言

ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
17
年
10
月
１
日
、
歴
史

的
、
文
化
的
に
も
結
び
付
き
が
強

い
北
松
西
部
の
１
市
２
町
１
村
が

合
併
し
、
市
民
の
皆
様
の
大
き
な

期
待
と
と
も
に
、
新
し
い
平
戸
市

が
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。

　

10
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
節

目
の
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
こ
と
は
、
関
係
各
位
の
ご
指

導
・
ご
尽
力
と
市
民
の
皆
様
の
多

大
な
る
ご
協
力
の
賜
で
あ
る
と
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
間
、
議
会
で
は
、
合
併
後

も
な
お
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま

え
、
行
財
政
改
革
に
つ
い
て
行
政

と
議
論
す
る
一
方
、
自
ら
議
員
定

数
の
削
減
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

配
信
に
よ
る
議
会
中
継
を
開
始
す

る
な
ど
、
開
か
れ
た
議
会
を
目
指

し
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

合
併
か
ら
10
年
、
地
方
自
治
に

お
い
て
は
、
地
方
分
権
か
ら
地
方

主
権
へ
と
、
地
方
自
治
の
自
己
責

任
の
範
囲
は
急
速
に
拡
大
し
て
き

て
お
り
、
今
後
の
地
方
創
生
へ
向

け
た
議
会
お
よ
び
議
員
の
果
た
す

べ
き
役
割
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

重
要
と
な
り
ま
す
。

　

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
の
10
年
間
を
し
っ
か
り
と

検
証
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特

性
を
活
か
し
な
が
ら
、
地
域
経
済

の
振
興
は
も
と
よ
り
、
福
祉
・
教

育
・
文
化
の
充
実
に
努
め
、
平
戸

市
の
さ
ら
な
る
発
展
へ
向
け
、
議

員
一
同
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
議
会
の
果
た
す
べ
き

役
割
を
議
員
一
人
一
人
が
重
く
認

識
し
、
自
己
研
鑽
に
努
め
な
が
ら
、

市
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

平戸市制

10周年

黒田　成彦
平戸市長

𠮷住威三美
平戸市議会議長

　　平戸市は、平成17年10月１日、平戸市、生月町、

田平町、大島村の1市2町1村が合併し、新「平戸

市」として誕生いたしました。

　　『ひと（HITO）響きあう宝島平戸』を本市の将来像と

して掲げ、「ともに支えあっていく協働の精神による市

民と行政が一体となったまちづくり」を基本理念として、

市民と行政の協働により平戸市の限りない発展と飛躍

を目指し、この10年間を歩んでまいりました。

　　合併当初は、危機的な財政状況により「財政危機宣

言」を行うなど、本市の財政は厳しい状況にございまし

たが、抜本的な行財政の健全化に向けた取り組みによ

り、現在では財政状況も好転してきたことをうれしく

思っております。

　　10年間を振り返ってみますと、平戸オランダ商館の

復元をはじめ、平戸瀬戸市場のオープン、新消防本

部庁舎の完成、本年８月には未来創造館のオープンな

ど、これまで懸案でありました大型事業も完成を見るこ

とができ、１歩ずつではありますが、新「平戸市」のまち

づくりが着実に進んでいるものと実感しております。

　　また、「ふるさと納税」におきましては、平成26年度

の納税額が日本一に輝くことができました。これは、全

国の皆様の平戸市を応援したいという気持ちの現われ

と、これまで進めてきたまちづくりが、市民の皆様のご

支援、ご協力により実を結んだ結果であり、今後も更

なる推進を図ってまいりたいと考えております。

　　今後は、記念すべき合併10周年を機に、市民の皆

様との協働をさらに進め、誰もが「住んでみたい」、

「ずっと住み続けたい」と思える魅力的なまちづくりを目

指して全力で取り組んでいきたいと考えております。

　　市民の皆様には、より一層のご理解とご協力を賜り

ますようお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 平成27年10月

さらに魅力的なまちづくりを目指して

市長あいさつ

Naruhiko　Kuroda

議長あいさつ

Isami Yoshizumi

ひ
と（
Ｈ
Ｉ
ＴO

）

　　　　

響
き
あ
う

　　　　　　　　　

宝
島

　　　　　　　　　　　　

平
戸

塩俵の断崖（生月町）

大島の棚田（大島村）

平戸大橋（平戸市）

田平天主堂（田平町）
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平成17年(2005)～平成19年(2007) 平成18年(2006)

10
月

11
月

11
月

11
月

12
月

１
月

３
月

３
月

３
月

５
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12 
月　

新「
平
戸
市
」誕
生

平
戸
市
長
選
挙
・
平
戸
市
議
会
議
員
一
般

選
挙
。
新「
平
戸
市
」初
代
市
長
に
白
濵

信
氏
就
任

平
戸
市
議
会
議
長
竹
山　

吉
氏
、
副
議

長　

川
學
氏
就
任

助
役
尼
﨑
利
幸
氏
・
収
入
役
森
田
茂
則

氏
就
任

新
船「
第
二
フ
ェ
リ
ー
大
島
」就
航

松
浦
史
料
博
物
館（
旧
松
浦
詮
邸
）「
千
歳

閣
」「
九
犀
斎
」「
玄
関
棟
」「
閑
雲
亭
」「
閑

雲
亭
待
合
」が
国
登
録
有
形
文
化
財
に

「
財
政
危
機
宣
言
」を
行
う

中
野
小
学
校
主
師
分
校
閉
校
式　

野
子
中
学
校
高
島
分
校
閉
校
式

平
戸
市
誕
生
記
念
式
典

「
市
花
」平
戸
つ
つ
じ
、「
市
木
」マ
キ
、「
市

花
木
」や
ぶ
椿
、「
市
民
憲
章
」を
発
表

津
吉
小
学
校
新
校
舎
完
成

第
35
回
全
国
消
防
救
助
技
術
大
会
県
代

表
と
し
て
陸
上
の
部「
ほ
ふ
く
救
出
」で

出
場
し
た
市
消
防
本
部
チ
ー
ム
が
２
位

大
相
撲
秋
場
所
、
隆
乃
若
関
十
両
優
勝

新
市
初
の
誘
致
企
業
、
株
式
会
社
森
シ
ス

テ
ム
が
田
平
町
に
工
場
立
地
を
決
定

栗
林　

氏
、
科
学
写
真
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
と

も
い
わ
れ
る「
レ
ナ
ー
ト
・
ニ
ル
ソ
ン
賞
」

を
日
本
人
で
初
め
て
受
賞

ザ
ビ
エ
ル
生
誕
５
０
０
周
年
記
念
オ
ペ
ラ

「
ザ
ビ
エ
ル
」公
演　
　

中野小学校主師分校閉校式

ザビエル生誕500周年記念オペラ
　

新「平戸市」誕生

津吉小学校新校舎完成

校式

新「平戸市」誕生

新船「第二フェリー大島」就航

平戸市で初めて女性消防団が誕生

市消防署大島出張所開所式市消防署大島出張所開所

第1回ひらどツーデーウォーク開催

元関脇隆乃若関引退報告市長訪問

市消防署田平出張所開所式

２
月

３
月

４
月

４
月

４
月

８
月

９
月

10
月

10
月

10
月

10
月

12
月

新
釜
田
橋（
田
平
町
・
市
道
北
部
海
岸
線
）

開
通
式

的
山
大
島
風
力
発
電
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
完

成市
消
防
署
田
平
出
張
所
開
所
式　

松
浦
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
か
ら
市

消
防
本
部
へ
移
管

旧
田
平
町
・
旧
生
月
町
・
旧
大
島
村
の
商

工
会
が
市
町
村
合
併
に
伴
う
新
設
合
併
で

「
平
戸
市
商
工
会
」発
足

平
戸
大
橋
架
橋
30
周
年

田
平
町
の「
笠
松
天
神
社
古
墳
」「
岳
崎
古

墳
」が
県
の
史
跡
に
指
定

第
１
回
ひ
ら
ど
ツ
ー
デ
ー
ウ
ォ
ー
ク
大
会

市
消
防
署
大
島
出
張
所
開
所
式

平
戸
市
で
初
め
て
の
女
性
消
防
団
誕
生

元
関
脇
隆
乃
若
関
引
退
報
告
で
市
長
表
敬

訪
問

第
18
回
全
国
女
性
消
防
操
法
大
会
萩
原

八
重
子
指
揮
者
優
秀
選
手
賞
受
賞（
指
揮

者
と
し
て
全
国
１
位
）

阿
奈
田
ダ
ム（
大
川
原
町
）建
設
開
始

栗林　氏、レナート・ニルソン賞
日本人初受賞

平
成
17
年

平
成
18
年

初代市長白濵信氏初登庁
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平成20年(2008)平成21年(2009)

両国国技館で隆乃若引退記念大相撲 断髪式

大島村神浦地区が国の重要伝統的建造物群保存地区に選定

全日本相撲選手権大会県勢初のアマチュア横綱

大島村神浦地区が国の重要伝統的建造物群保存地区に選定

鮎川家住宅（田平町）国登録文化財に

１
月

１
月

２
月

３
月

３
月

４
月

４
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

生
物
生
態
写
真
家
の
栗
林　

氏
が
新
平
戸

市
初
の
名
誉
市
民
に

異
常
渇
水
が
続
き
、
平
戸
北
部
地
区
・

度
島
地
区
・
南
部
地
区
・
生
月
地
区
で
減

圧
給
水
を
継
続

両
国
国
技
館
で「
隆
乃
若
引
退
記
念
大
相

撲
」開
催
。
断
髪
式
が
行
わ
れ
る

公
共
の
宿「
プ
チ
ホ
テ
ル
た
び
ら
ん
ど
」

民
営
化
へ

平
戸
市
が「
景
観
行
政
団
体
」に
認
定

平
戸
市
総
合
計
画
を
策
定

大
島
村
神
浦
地
区
が「
国
の
重
要
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
」に
選
定

ふ
る
さ
と
納
税
制
度「
や
ら
ん
ば
！
平
戸

応
援
寄
附
金
」の
名
称
で
寄
附
を
募
集

鮎
川
家
住
宅（
田
平
町
）が
国
登
録
有
形

文
化
財
に

平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
工
事
着
工

平
戸
デ
ジ
タ
ル
中
継
局
が
開
局
。
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
開
始

第
57
回
全
日
本
相
撲
選
手
権
大
会
で
松
永

六
十
四
選
手（
猶
興
館
高
校
非
常
勤
講
師
）

が
優
勝
。
県
勢
初
の
ア
マ
チ
ュ
ア
横
綱　

　

献穀田「抜穂祭」献穀田 抜穂祭」献穀田「抜穂祭」

阿奈田ダム湛水式新市長黒田成彦氏初登庁

都市計画道路「亀岡上町線」供用開始 鄭成功居宅跡で鄭成功母子像建立・除幕式典

２
月

３
月

３
月

４
月

４
月

４
月

５
月

９
月

10
月

10
月

11
月

12
月

鄭
成
功
居
宅
跡
で
鄭
成
功
母
子
像
建
立
・

除
幕
式
典

生
月
中
学
校
体
育
館
完
成

都
市
計
画
道
路「
亀
岡
上
町
線
」供
用
開

始日
蘭
通
商
４
０
０
周
年　

２
０
０
９「
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
年
」４
０
０

周
年
記
念
事
業
開
幕

旧
４
市
町
村
の
観
光
協
会
が
合
併
。新「
平

戸
観
光
協
会
」が
発
足

舘
浦
漁
協
所
属「
第
11
大
栄
丸
」転
覆
・

沈
没
事
故

大
島
村
大
根
坂
の
棚
田
が「
島
の
宝
１
０

０
景
」に
選
定

「
財
政
危
機
宣
言
」解
除

阿
奈
田
ダ
ム（
大
川
原
町
）湛
水
式　

献
穀
田（
田
平
町
下
寺
免
）で「
抜
穂
祭
」

宮
中
で
行
わ
れ
た「
新
嘗
祭
献
穀
献
納
式
」

で
献
上

新
市
長
に
黒
田
成
彦
氏
就
任

市
議
会
議
員
23
人
就
任

阿
奈
田
ダ
ム（
大
川
原
町
）完
成

栗林　氏、新平戸市初の名誉市民に
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平成22年(2010)平成23年(2011)

平戸大橋・生月大橋無料化式典

県の指定文化財に認定

カステラサミットin平戸

市民課窓口で平戸市初のパスポート交付

獅子小学校閉校式

２
月

２
月

３
月

３
月

４
月

４
月

７
月

８
月

８
月

10
月

10
月

10
月

10
月

10
月

「
平
戸
島
の
文
化
的
景
観
」が
県
内
初
の

国
の
重
要
文
化
的
景
観
に
選
定

第
１
回「
平
戸
検
定
」

紐
差
教
会
、
旧
松
浦
家
住
宅（
千
歳
閣
・

九
皐
斎
・
玄
関
）、
松
浦
家
伝
来
少
年
用

渡
来
上
着
２
着（
青
地
上
着
・
白
地
上
着
）、

平
戸
戸
石
川
の
ハ
ル
サ
ザ
ン
カ
が
県
の
指

定
文
化
財
に

獅
子
小
学
校
閉
校
式

平
戸
大
橋
・
生
月
大
橋
の
通
行
料
金
無
料

化
。
無
料
化
記
念
式
典

た
び
ら
昆
虫
自
然
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン

千
里
ヶ
浜
鄭
成
功
記
念
公
園
完
成

飯
良
地
区
・
主
師
地
区
が
国
の
重
要
文
化

的
景
観
に
追
加
選
定

消
防
団
サ
ポ
ー
ト
事
業
が
ス
タ
ー
ト

大
分
県
臼
杵
市
と
自
治
体
連
携

パ
ス
ポ
ー
ト（
旅
券
）の
申
請
手
続
き
が

市
役
所
で
開
始

「
カ
ス
テ
ラ
サ
ミ
ッ
ト
ｉ
ｎ
平
戸
」開
催

市
民
課
窓
口
で
、
平
戸
市
初
の
パ
ス
ポ
ー

ト（
旅
券
）が
交
付

な
が
さ
き
牛
づ
く
り
振
興
大
会（
プ
レ
全

共
）で
平
戸
の
代
表
牛
が
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
に
輝
く　
　

宝亀小学校閉校式平戸オランダ商館開館 宝亀小学校閉校式

オランダ王国ノールトワイケルハウト市と姉妹都市締結

平戸オランダ商館開館

高倉健さん主演映画「あなたへ」のロケが薄香で始まる

大川原小学校閉校式 志々伎小学校早福分校卒業式・閉校式

３
月

３
月

３
月

３
月

３
月

４
月

９
月

９
月

９
月

９
月

10
月

12
月

12
月

阿
奈
田
浄
水
場
完
成

志
々
伎
小
学
校
早
福
分
校
卒
業
式
・
閉

校
式

大
川
原
小
学
校
閉
校
式

宝
亀
小
学
校
閉
校
式

中
南
部
上
水
道
統
合
整
備
事
業
が
完
了

中
南
部
上
水
道
給
水
開
始

田
平
北
小
学
校
新
校
舎
落
成
式

秋
篠
宮
同
妃
両
殿
下
ご
臨
席
の
も
と
、
平

戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
開
館
記
念
式
典

オ
ラ
ン
ダ
王
国
ノ
ー
ル
ト
ワ
イ
ケ
ル
ハ
ウ

ト
市
と
姉
妹
都
市
締
結

棲
霞
園
が
国
の
登
録
記
念
物（
名
勝
地
）

に
登
録

高
倉
健
さ
ん
主
演
映
画「
あ
な
た
へ
」の
ロ

ケ
が
鏡
川
町
薄
香
で
行
わ
れ
る

第
60
回
全
日
本
相
撲
選
手
権
大
会
で
松
永

六
十
四
選
手（
猶
興
館
高
校
教
諭
）が
優

勝
。
２
度
目
の
ア
マ
チ
ュ
ア
横
綱
に

松
浦
邸「
棲
霞
園
」（
岩
の
上
町
）と「
慈
眼

桜
」（
木
ヶ
津
町
）が
県
景
観
資
産
に
登
録
。

樹
木
の
登
録
は
県
内
初　
　

紐差教会



と
う
ろ
う

へ
い
で
ん
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平成24年(2012)平成25年(2013)

映画「あなたへ」平戸凱旋試写会「第10回全国和牛能力共進会」平戸牛全頭優等賞 映画「あなたへ」平戸凱旋試写会

野子大橋開通式供用開始

「第10回全国和牛能力共進会」平戸牛全頭優等賞

市下中野工業用地で大規模太陽光発電施設竣工式

平戸瀬戸市場オープン県立猶興館高等学校大島分校卒業式・閉校記念式典

１
月

２
月

３
月

４
月

８
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

経
済
産
業
省
が
認
定
す
る「
次
世
代
エ
ネ

ル
ギ
ー
パ
ー
ク
」に
平
戸
市
が
認
定

田
平
港
シ
ー
サ
イ
ド
エ
リ
ア
活
性
化
施
設

「
平
戸
瀬
戸
市
場
」オ
ー
プ
ン

県
立
猶
興
館
高
等
学
校
大
島
分
校
卒
業

式
・
閉
校
記
念
式
典

市
内
景
勝
地
８
カ
所（
大
バ
エ
灯
台
、
根

獅
子
の
浜
海
水
浴
場
、
寺
院
と
教
会
の
見

え
る
風
景
、田
平
天
主
堂
、大
根
坂
の
棚
田
、

川
内
峠
、
白
岳
か
ら
の
眺
望
、
上
段
の
野

か
ら
見
る
志
々
伎
山
）を「
平
戸
新
八
景
」

に
決
定

亀
岡
神
社（
岩
の
上
町
）「
本
殿
、
拝
殿
、

神
楽
殿
、
幣
殿
、
登
廊
」が
国
登
録
有
形

文
化
財
に

映
画「
あ
な
た
へ
」平
戸
凱
旋
試
写
会
開
催

主
演
の
高
倉
健
さ
ん
、
共
演
者
の
綾
瀬
は

る
か
さ
ん
、
三
浦
貴
大
さ
ん
、
降
旗
康

男
監
督
が
登
場

平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
入
館
者
数
10
万
人
を

突
破

第
10
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会　

平
戸
牛
全
頭（
６
頭
）優
等
賞
を
受
賞
。

第
８
区
で
内
閣
総
理
大
臣
賞
受
賞
し
た

素
牛
は
平
戸
牛

野
子
大
橋（
主
要
地
方
道
平
戸
田
平
線
）

開
通
式　

下
中
野
工
業
用
地
で
、
株
式
会
社
チ
ョ
ー

プ
ロ
が
事
業
を
進
め
る
大
規
模
太
陽
光
発

電
施
設「
Ｓ
Ｏ
Ｌ 

ｄ
ｅ 

平
戸
下
中
野
」竣

工
式　

鄭成功記念館開館 インターハイ相撲競技開催インターハイ相撲競技開催

西本智実氏が平戸名誉大使に就任

鄭成功記念館開館

服部幸應氏が平戸大使に就任

平戸中学校新校舎落成宝亀保育園閉園式

１
月

２
月

３
月

３
月

４
月

５
月

７
月

８
月

10
月

11
月

11
月

12
月

平
戸
中
学
校
新
校
舎
落
成
式

長
崎
県
内
初
認
定
。
九
州
オ
ル
レ
平
戸

コ
ー
ス
発
表

宝
亀
保
育
園
閉
園
式

旧
獅
子
小
学
校
跡
地
で
平
戸
地
区
第
８
分

団
新
格
納
庫
落
成
式

津
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
パ
ー
ク「
こ
た
の
さ

と
」オ
ー
プ
ン

按
針
ゆ
か
り
の
４
市（
大
分
県
臼
杵
市
、

静
岡
県
伊
東
市
、
神
奈
川
県
横
須
賀
市
、

平
戸
市
）が
連
携
し
、「
第
１
回
Ａ
Ｎ
Ｊ

Ｉ
Ｎ
サ
ミ
ッ
ト
」を
平
戸
市
で
開
催

鄭
成
功
記
念
館（
川
内
町
）開
館

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会（
北
部
九

州
総
体
）相
撲
競
技
開
催

平
戸
英
国
商
館
設
置
４
０
０
周
年
記
念

式
典

西
本
智
実
氏
が
平
戸
名
誉
大
使
に
就
任

長
崎
・
佐
賀
・
福
岡
県
が
玄
海
原
子
力

発
電
所
の
重
大
事
故
を
想
定
し
た「
原
子

力
防
災
訓
練
」を
初
め
て
合
同
で
実
施

服
部
幸
應
氏
が
平
戸
大
使
に
就
任　
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平成26年(2014)平成27年(2015)

平戸市観光交通ターミナル供用開始イルミナートフィル世界遺産登録推進コンサート 平戸市観光交通ターミナル供用開始

長崎がんばらんば国体・相撲競技団体2連覇

イルミナ トフィル世界遺産登録推進コンサ ト

全国風サミットin平戸

木ヶ津町恵へき地保育所閉所式度島診療所・平戸市ふれ愛センター度島開所

３
月

４
月

４
月

４
月

６
月

８
月

９
月

10
月

10
月

10
月

10
月

12
月

木
ヶ
津
町
恵
へ
き
地
保
育
所
閉
所
式

平
戸
市
観
光
交
通
タ
ー
ミ
ナ
ル
供
用
開
始

平
戸
市
国
民
健
康
保
険
度
島
診
療
所
・

平
戸
市
ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー
度
島
開
所
式

市
道
堤
線
開
通
式

平
戸
市
民
病
院
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
開
所
式

西
本
智
実 

指
揮
イ
ル
ミ
ナ
ー
ト
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ「
長
崎
の
教

会
群
と
キ
リ
ス
ト
教
関
連
遺
産
」世
界
遺

産
登
録
推
進
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

Ｃ
Ｏ
２
排
出
ゼ
ロ
都
市
宣
言

長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば
国
体
相
撲
競
技
会

（
平
戸
市
開
催
）、
長
崎
県
チ
ー
ム
が
団
体

戦
連
覇

長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば
国
体
軟
式
野
球
競

技
会（
平
戸
市
開
催
）赤
坂
野
球
場
と
生

月
町
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
で
開
催

三
笠
宮
彬
子
女
王
殿
下
が
初
め
て
平
戸
を

ご
訪
問

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
平
戸
大
会

「
第
17
回
全
国
風
サ
ミ
ッ
ト
ｉ
ｎ
平
戸
」

舘
浦
漁
協
所
属「
第
１
源
福
丸
」島
根
県

浜
田
市
沖
で
操
業
中
に
沈
没　
　

平戸瀬戸市場レジ通過者100万人突破 栗林　氏撮影の映画「アリのままでいたい」試写会

パラリンピック卓球日本代表強化合宿平戸市未来創造館開館

市消防本部庁舎落成式東京上野に平戸漁港六次朗オープン

１
月

１
月

３
月

３
月

４
月

４
月

６
月

７
月

７
月

８
月

「
長
崎
の
教
会
群
と
キ
リ
ス
ト
教
関
連
遺

産
」国
内
推
薦
決
定

「
長
崎
の
教
会
群
と
キ
リ
ス
ト
教
関
連
遺

産
」の
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て
、
県
知

事
を
団
長
と
し
て
関
係
自
治
体
の
首
長

（
黒
田
市
長
も
参
加
）で
構
成
す
る「
長
崎

県
訪
問
団
」の
一
行
が
、
ユ
ネ
ス
コ
や
バ

チ
カ
ン
市
国
な
ど
を
訪
問
し
、
登
録
に
向

け
た
支
援
要
請
を
行
う

平
戸
市
消
防
本
部
庁
舎
落
成
式

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
金
額
が
全
国
の
自

治
体
で
最
高
額
と
な
る
14
億
６
，
２
７
２

万
６
，
５
８
２
円

Ｊ
Ｒ
上
野
駅
前
に
平
戸
市
産
品
を
中
心
に

提
供
す
る
平
戸
市
ア
ン
テ
ナ
居
酒
屋「
長

崎
県
平
戸
漁
港
六
次
朗
」オ
ー
プ
ン

平
戸
瀬
戸
市
場
レ
ジ
通
過
者
１
０
０
万
人

突
破

平
戸
名
誉
市
民
で
あ
る
生
物
生
態
写
真
家

栗
林　

氏
撮
影
の
映
画「
ア
リ
の
ま
ま
で

い
た
い
」試
写
会

「
ふ
る
さ
と
納
税
九
州
サ
ミ
ッ
ト
ｉ
ｎ
平

戸
市
」

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
卓
球
日
本
代
表
強
化
合
宿

「
平
戸
市
未
来
創
造
館
」開
館
。
愛
称
は

「
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｓ
平
戸
」　　
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男 女

00 500500 1,0001,000 1,5001,500 2,0002,000
105歳-
100-104歳
95-99歳
90-94歳
85-89歳
80-84歳
75-79歳
70-74歳
65-69歳
60-64歳
55-59歳
50-54歳
45-49歳
40-44歳
35-39歳
30-34歳
25-29歳
20-24歳
15-19歳
10-14歳
5 - 9 歳
0 - 4 歳

3
30
156

502
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平戸 大島 生月 田平
45,000

40,000

35,000

30,000

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

0
H17年 H18年 H19年 H20年 H21年 H22年 H23年 H24年 H25年 H26年 H27年

※平成17年～平成26年は10月1日現在。平成27年は9月1日現在

7,680

7,479

1,610

23,161

7,596

7,286

1,547

22,648

7,522

7,142

1,510

22,251

7,418

6,928

1,462

21,742

7,307

6,785

1,428

21,407

7,281

6,635

1,379

21,100

7,220

6,480

1,321

20,741

7,193

6,297

1,261

20,463

7,164

6,139

1,213

20,039

7,084

5,986

1,179

19,672

7,007

5,868

1,161

19,305

※平成17年は10月1日現在。平成27年は9月1日現在

市
町
村
合
併
後
10
年
の
推
移

歴代

１

２

氏　名

白濵　信

黒田　成彦

平成21年11月５日

在任中

平成17年11月６日

平成21年11月６日

歴代

１

２

3

4

5

6

氏　名

竹山　　吉

川渕喜代美

川上　茂次

竹山　俊郎

住江　髙夫

𠮷住威三美

平成18年９月５日

平成19年11月６日

平成21年11月５日

平成23年11月14日

平成25年11月５日

　　　在任中

平成17年11月18日

平成18年９月６日

平成19年11月６日

平成21年11月17日

平成23年11月14日

平成25年11月12日

退任年月日就任年月日 退任年月日就任年月日

議　長市　長

歴代

１

２

3

4

5

氏　名

　川　學

吉福　弘実

松山　定夫

辻　賢治

田島　輝美

平成19年11月６日

平成21年11月５日

平成23年11月14日

平成25年11月５日

　　　在任中　　

平成17年11月18日

平成19年11月６日

平成21年11月17日

平成23年11月14日

平成25年11月12日

退任年月日就任年月日

副議長

歴代

１

２

3

氏　名

出口　壽徳

吉居　辰美

杉澤　伸慈

平成18年５月31日

平成23年11月18日

　　　在任中

平成17年11月21日

平成18年６月21日

平成23年11月19日

退任年月日就任年月日

教育長

歴代

１

２

3

4

氏　名

尼﨑　利幸

森田　茂則

新井　忠洋

寺田　勝嘉

平成21年11月５日

平成21年11月５日

平成25年３月31日

　　　在任中　

平成17年11月18日

平成20年４月１日

平成21年11月18日

平成25年４月１日

退任年月日就任年月日

副市長

※H20.４.１～H21.11.５　副市長二人制

※H19.４　地方自治法改正で助役に変わり副市長が新設

男 女
45,000

40,000

35,000

30,000

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

0
H17年 H18年 H19年 H20年 H21年 H22年 H23年 H24年 H25年 H26年 H27年

※平成17年～平成26年は10月1日現在。平成27年は9月1日現在

21,108

18,822

20,694

18,383

20,336

18,089

19,945

17,605

19,625

17,302

19,349

17,046

19,008

16,754

18,743

16,471

18,399

16,156

18,048

15,873

17,711

15,630

39,930 39,077 38,425 37,550 36,927 36,395 35,762 35,214 34,555 33,921 33,341

39,930 39,077 38,425 37,550 36,927 36,395 35,762 35,214 34,555 33,921 33,341

〜
歴
代
市
長
・
副
市
長
・
教
育
長
・
市
議
会
正
副
議
長
お
よ
び
人
口
の
推
移
〜

■地区別人口の推移

■男女別人口の推移

■年齢別人口の推移

■歴代市長・副市長・教育長・市議会正副議長

広報ひらど 平成27年10月号 14Hirado City Public Relations,2015.1015
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区　分 平戸市 国
174,200円
142,100円

174,200円
142,100円

大学卒
高校卒一般行政職

区　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

270,467円
216,300円

312,300円
272,817円

360,040円
335,371円

大学卒
高校卒

一　般
行政職

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
376,054円
363,416円
361,075円
368,100円
318,859円

325,500円
352,800円
349,600円
359,200円
262,600円

42.5歳
51.2歳
51.7歳
50.1歳
34.6歳

一般行政職
技能労務職
うち学校用務員
うち保育所調理員
消防職
【注】
❶「平均給料月額」とは、平成27年4月1日現在における各職種  
    ごとの職員の給料の平均です。             
❷「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、
　住居手当、時間外勤務手当などの諸手当の額を合計しており、
　地方公務員給与実態調査において明らかにされているものです。
❸類似団体のデータにつきましては、情報提供があり次第ホー
　ムページに掲載します。            

　

市
で
は
、
職
員
の
給
与
の
実
態
と
定
数
管
理
に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ
ん
の
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
そ
の
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
職
員
の
給
与
は
、

民
間
の
給
与
水
準
を
基
に
し
た
人
事
院
勧
告
や
、
国
お
よ
び
県
な
ど
の
動
向
を
参

考
に
し
な
が
ら
、
市
議
会
の
議
決
を
経
て
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。　

　

掲
載
し
て
い
る
数
値
は
、
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
の
も
の
で
す
。

　

 　
　
　
　
　
　
　
　

■
お
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
人
事
班
（
☎
内
線
２
３
１
８
）

平戸市

職員の平均給与月額、初任給などの状況１職員の手当の状況２

特別職の給料などの状況４

職員数の状況３

③職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

②職員の初任給の状況

①職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況

平戸市

区　分 職員数 区　分 職員数

区　分

平戸市

国

給料月額など

区分

部門
職員数

H26    H27

20歳未満
20歳～ 23歳
24歳～ 27歳
28歳～ 31歳
32歳～ 35歳
36歳～ 39歳

40歳～ 43歳
44歳～ 47歳
48歳～ 51歳
52歳～ 55歳
56歳～ 59歳
60歳以上

（支給率）  
勤続20年 　
勤続25年  
勤続35年  
最高限度額  
その他の加算措置
　定年前早期退職特例措置（３～ 45％加算）
１人当たり平均支給額  18,575,843円　    20,442,279円

（支給率）　　　　　　　　
勤続20年　　　
勤続25年　　　　　　
勤続35年　　　　　　　
最高限度額　　　　　　
その他の加算措置
　定年前早期退職特例措置（3～ 45％加算）

平戸市 国
１人当たり平均支給額
【26年度】　1,454,433円
【26年度支給割合】
期末手当　　勤勉手当
 2.60月分　　 1.50月分

【加算措置の状況】
職制上の段階、職務の級
などによる加算措置
・役職加算　　５～ 15％

－

【26年度支給割合】
期末手当　　勤勉手当
 2.60月分　　 1.50月分
（1.45月分）　   （0.7月分）
【加算措置の状況】
職制上の段階、職務の級
などによる加算措置
・役職加算　　５～ 20％
・管理職加算　10～25％

3人
16人
42人
53人
62人
85人

88人
68人
58人
60人
51人
6人

592人

3.1月分（26年度支給割合）

3.1月分（26年度支給割合）

（算定方式）
給料月額×在職年数×600/100
給料月額×在職年数×360/100

（支給時期）　在任期間ごと

市　長
副市長
議　長
副議長
議　員
市　長
副市長
議　長
副議長
議　員

市　長
副市長

給　　料

報　　酬

期末手当

退職手当

一
般
行
政
部
門

議　　会
総　　務
税　　務
労　　働
農林水産
商　　工
土　　木
民　　生
衛　　生
小　　計

6
83
19
0
41
20
37
42
19
267
58
76
401
139
20
7
0
28
194
595

【715】

6
86
18
0
41
18
35
42
19
265
53
78
396
142
19
7
0
28
196
592

【715】

0
3
-1
0
0
-2
-2
0
0
-2
-5
2
-5
3
-1
0
0
0
2
-3

【0】

業務増による増

事務事業の合理化による減

事務の民間委託による減

組織改編による減

国体終了による減

業務増による増

　

医療技術者の増

欠員による減

教　　育
消　　防
小　　計
病　　院
水　　道
交　　通
下  水  道
そ  の  他
小　　計

公
営
企
業
等
会
計
部
門

普

通

会

計

部

門

合　　計

対前年

増減数
主な増減の理由

計

勧奨・定年
25.55625月分    
  34.5825月分
       49.59月分
       49.59月分

勧奨・定年
25.55625月分
  34.5825月分
       49.59月分
       49.59月分

自己都合
20.445月分
29.145月分
41.325月分
  49.59月分

自己都合
20.445月分
29.145月分
41.325月分
  49.59月分

①期末手当・勤勉手当

【注】（　）内は、再任用職員に係る支給割合です。

【注】❶職員数は、特別職を除く職員の数です。
         ❷【　】内の数字は、条例定数の合計です。

※（  ）の順位は県内13市での給料・報酬（一時的な減額措置は含
　みません）の順位。金額が高い順で設定しています。

②退職手当（平成27年4月1日現在）

【注】退職手当の１人当たり平均支給額は、前年度に退職した全
　職種に係る職員に支給された平均額です。

①年齢別職員構成の状況

②部門別職員数の状況と主な増減理由（平成27年4月1日現在）

市平 市市市市平戸市市平平平平平戸戸市市平平平戸戸戸市市市平平平戸戸戸市市市

職
員
の
給
与
と
定
員
管
理

（13位/県内13市中）
（12位/県内13市中）
（  9位/県内13市中）
（  9位/県内13市中）
（  9位/県内13市中）

712,000円
598,000円
415,000円
347,000円
326,000円

■過去５年の人件費（一般会計）

平成25年度

平成26年度

3,051百万円

3,090百万円

平成22年度 3,322百万円

平成23年度 3,313百万円

平成24年度 3,223百万円

 定員適正化計画の進捗状況５　

削減
総数H34H33H32H31H30

H29H28H27H26H25H24
削減見込数
職員数（計画）
職員数（実績）

削減見込数
職員数（計画）

△6
373
－

△72
－

△6
379
－

△11
338

△5
385
382

0
349

△10
390
389

△6
349

△10
400
399

△14
355

－
410
410

△4
369

（各年度4月1日現在）

※医療職員と消防職員を除いた職員数です。

※H25.7～H26.3まで給料
　減額を実施



至平戸大橋

至生月大橋

至川内峠

至田助地区

～　　ジャ踊り演舞場所
～　　獅子舞演舞場所

魚の棚町魚の棚町

木引田町

10 月 25日 ( 日 )10 月 25日 ( 日 )
亀岡神社　亀岡神社　奉納踊り　午前 9時奉納踊り　午前 9時～
　　　　　　　　　御神幸　　午前 10時出発　　　　　　　　　御神幸　　午前 10時出発

10 月 25日 ( 日 )
亀岡神社　奉納踊り　午前 9時～
　　　　　　　　　御神幸　　午前 10時出発

御神幸順路
　お上り
　お下り

●ジャ踊り・獅子舞●ジャ踊り・獅子舞
　演舞行程　演舞行程
●ジャ踊り・獅子舞
　演舞行程

10：10

10：20

10：35

10：40

10：50

11：00

11：30

11：50着
12：45発

13：40着
10：00発

獅子舞（宮の町獅子舞保存会）

ジャ踊り（築地町ジャ踊り保存会）

なぎなた（天道流平戸なぎなた会）

●宮の町獅子舞
　亀岡神社（9:10）→　　木引田（9:50）→　
　　　　　　　　　　（たかたカメラ前）
　崎方町①（10:35）→　　崎方町②（10:50）→
（油屋商店前）　　　　（平戸港ターミナル前）
　築地町①（11:40）→　　築地町②（11:50）→
（ほっともっと前）　　　　（平戸郵便局前）
　新町（12:30）→　　  　宮の町（13:00）→
（豊鮨前）　　　　　　　（そうごう薬局前）

●築地町ジャ踊り
　亀岡神社（9:00）→　    木引田（11:20）     

                                                     （おかざき酒店前）

     宮の町（12:00）→　　   浦の町   （13:30）
　（柿添病院前）　　　　（北川病院前）

　崎方町（14:00）→　　  築地町（17:00）

（平戸港ターミナル）　　（マツモトキヨシ前）

１

１

１
２

２

３

３

５

５

７

７

４

４

６

６

８

８

８

１

１

１

２

２

３

３

５

５

４

４

６

６

６

※これ以外でも演舞披露する予定です。
※この行程は予定であり、時間・場所の変更や天
　候によっては中止になる場合があります。
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平
戸
大
々
神
楽
奉
納

　
　

10
月
26
日
（
月
）
午
前
11
時
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

亀
岡
神
社

　

現
在
の
平
戸
神
楽（
国
指
定
重
要
無
形

民
俗
文
化
財
）は
、
松
浦
家
29
代
鎮
信

（
天
祥
）の
時
代
に
、
壱
岐
出
身
の
国
学

者
橘
三
喜
が
、
全
国
各
地
の
一
の
宮
を
巡

拝
し
て
調
査
研
究
を
重
ね
、
24
番
に
お
よ

ぶ
平
戸
神
楽
を
完
成
さ
せ
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
最
も
番
数
が
多
い
大
々
神
楽

は
、
秋
季
例
大
祭
で
奉
納
さ
れ
、
終
了
ま

で
７
〜
８
時
間
に
お
よ
び
ま
す
。

　

平
戸
神
楽
を
代
表
す
る
演
目
の「
二

剣
」は
、
真
剣
３
本
を
使
う
こ
と
か
ら
別

名「
三
本
舞
」と
も
呼
ば
れ
、
舞
手
の
技

術
力
・
体
力
・
集
中
力
が
求
め
ら
れ
る
最

も
難
し
い
演
目
で
あ
り
、「
二
剣
」の
舞

の
出
来
で
神
楽
全
体
の
完
成
度
が
決
ま
る

と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

▼平戸神楽は、壱岐を除く旧平戸藩領内の
各神社の祭礼で舞われており、３本の真剣
を抜き放って舞う「二剣」の舞は圧巻です。

み
つ 

よ
し

11：20



末永　友子 さん
（平戸市山中町）

こ
ち
ら
は「
市
民
総
合
相
談
室
」

▼消費生活相談・市民相談・行政相談についてのお問い合わせ　市民課市民総合相談室（☎内線2530）

市
民
総
合
相
談
室
の
コ
ラ
ム
を
お
届
け
し
ま
す

松浦党の里

んなもん体験記 ほ VOL.2

民泊受入者の声

電
話
回
線
に
関
す
る
勧
誘
に
注
意
！

　

最
近
、
市
内
に
お
い
て
電
話
会
社

を
か
た
り
、
工
事
費
の
請
求
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
に
伴
っ
た
、
ネ
ッ

ト
回
線
加
入
の
勧
誘
電
話
に
関
す
る

相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
一
度
、
自
宅
の
加
入
状
況
な
ど

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

□
ト
ラ
ブ
ル
事
例

事
例
１

　

電
話
会
社
を
名
乗
り
、「
電
話
線
が

古
く
な
っ
て
い
る
か
ら
工
事
を
し
な

い
か
」と
の
電
話
が
あ
っ
た
。

事
例
２

　
「
固
定
電
話
の
料
金
と
携
帯
電
話
の

料
金
を
一
緒
に
請
求
す
る
よ
う
に
し

な
い
か
」と
の
案
内
が
あ
っ
た
。

事
例
３

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー

へ
の
加
入
案
内
に
関
す
る
電
話
が

あ
っ
た
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
こ

と
が
詳
し
く
わ
か
ら
な
い
。

※

現
在
、
市
内
に
お
い
て
光
回
線
の

　

工
事
が
順
次
行
わ
れ
て
お
り
、
お

　

お
よ
そ
平
戸
中
学
校
区
で 

は
開
局

　

し
て
い
る
状
況
で
す
。

　
　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
直
接
Ｎ
Ｔ
Ｔ

　

西
日
本
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
ま
だ
光
回
線
が
使
用
で
き

な
い
地
域
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

電
話
会
社
を
名
乗
っ
た
り
、
あ
た
か

も
関
係
が
あ
る
か
の
よ
う
な
名
前
で

工
事
を
行
う
な
ど
の
勧
誘
電
話
が
相

次
い
で
い
ま
す
。

　

電
話
線
な
ど
の
工
事
に
つ
い
て
も

電
話
会
社
が
直
接
勧
誘
の
電
話
を
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
に

つ
い
て
は
、
ご
自
宅
の
回
線
状
況
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
使
え
る
環
境
に

あ
る
か
ど
う
か
な
ど
、
よ
く
検
討
し

て
不
明
な
点
は
直
接
事
業
者
へ
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

※

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本

フ
レ
ッ
ツ
光
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
お

問
い
合
わ
せ
先

０
１
２
０-

１
１
６-

１
１
６

午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
土
・
日
・
祝

日
も
受
付
中
）

　紙漉の里を管理している末永盛さん・友子さんご夫妻。体験に携わるようになっ
たのは20年以上前で、知人の誘いで不登校児や登校拒否児童向けに行われる、
夏休みの体験受け入れを始めたことがきっかけでした。10年前からは、松浦党交
流公社の中で、「中平戸体験振興会」を発足。主に春、秋に中学生や高校生の修
学旅行を受け入れ、体験および民泊を実施しています。
　主な体験内容は、田植えや稲刈りなどの自然体験のほかに、収穫したさつま芋
でおやつを作ったり、魚をさばいたりといった料理教室です。「紙漉の里」を長年
管理しているので、この施設を利用した体験もメニューに組み込んでいます。一
度の体験で３～５人の生徒を受け入れており、中にはスムーズに生徒たちの輪に
入れない生徒や、複雑な家庭環境に置かれている生徒もいますが、田舎の祖父
母の家に来たつもりで楽しんでもらえるよう心がけています。毎回どんな子どもが
来てくれるのかとても楽しみです。現在、友子さんが中心となり、生徒のお世話を
していますが、盛さんも共に参加し、「おじいちゃん」「おばあちゃん」と呼んでもらっ
ています。今後は、さらに多くの生徒を継続して受け入れたいと考えており、体験
に訪れた生徒が家族を連れてまた遊びに来てくれるような、雰囲気づくりを目標に
頑張っていきたいと意気込んでいました。

■おはなし会／毎週日曜日　午前11時～
　　　　　　　平戸図書館おはなしのへや
■赤ちゃんおはなし会／
　14日　　午前10時30分～　平戸図書館おはなしのへや
■上映会「みんなdeシネマ」／【別れの曲（字幕）】
　22日　  午後2時～　未来創造館ホール
■ライブラリーコンサート／
　31日　　午後７時～　未来創造館エントランスホール
　今月は、「今月は、門屋多佐雄氏と大山康子氏による
　尺八と琴のお月見コンサート」です。
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～図書館からのお知らせ～

このほかにもたくさんの
新着図書があります！！

田平町中央公民館図書室 ☎57‐0207

大島村公民館図書室 ☎55‐2985

南部公民館図書室 ☎27‐0047

生月支所図書室 ☎53‐2111

■おはなし会／毎週土曜日　午後2時～
　　　　　　　市ふれあいセンター児童室

平戸図書館 ☎22‐4017

●１０月の主なもよおし●

永田記念図書館 ☎28‐0128
◎休館日／６日　、13日　、20日　、25日　、27日　火

水

土

木

火 日火 火

※　：平戸図書館　　：永田記念図書館　　：南部公民館図書室　　：生月支所図書室　　：田平町中央公民館図書室　　：大島村公民館図書室　平 永 南 生 田 大

■図書館ホームページ■
インターネットを使って図書館の情報を見ることができます。
◎パソコンから
　URL http://www.hirado-lib.jp

◎携帯電話から
携帯電話のバーコードリーダーで右のＱＲ
コードを読み込んで簡単にアクセスできます。

生

　日本各地で古くから栽培され、
地域の食文化を支えてきた伝統野
菜。地元での呼び名、別名、調理法、
郷土料理を掲載したこの本は、岩
崎書店の「調べる学習百科」シリー
ズ第１弾。食欲の秋。子どもたち
みんなが、野菜が大好きになりま
すように。

　教室では明るいクラスメイトにも、
廊下ですれ違うあの子にも、誰にだっ
て秘密はあるのかもしれない。誰に
も知られたくないけど、誰かに理解
してほしい秘密が。講談社児童文学
新人賞受賞作家５人が、中学校を舞
台に描く少年少女の物語集です。

　楽しいハロウィーンの夜。子どもた
ちがトリック・オア・トリートにでか
けるころ、夜空には、星も魔女もいっ
ぱい。英国を代表する詩人・幻想文学
作家ウォルター・デ・ラ・メアの「夜
に飛ぶものたち」。美しい詩と絵で、
大人も楽しめる１冊です。

『日本の伝統野菜』
監修／板木　利隆
出版社／岩崎書店
出版年／２０１５.８月

『秘密』

詩／ウォルター・デ・ラ・メア
絵／カロリーナ・ラベイ
出版社／岩崎書店、出版年／２０１５.９月

著／小林　深雪、みうらかれん　ほか
出版社／講談社
出版年／２０１５.８月

永

南

『ハロウィーンの星めぐり』

　小児の日常診療で頻繁に遭遇する
症状や疾患について、薬を選び使う
までのステップを小児専門医がわか
りやすく伝授した本書。薬品・用語
索引付きで、薬用量の表にジェネリ
ックを盛り込んだ情報も掲載してい
ます。医師・薬剤師向けの１冊

編集／横田　俊平ほか
出版社／南山堂
出版年／２０１５.９月

　極楽温泉町町長秘書の兄・和樹は、
町が主催のマラソン大会開催を目論
んでいた。120年の歴史と伝統を誇
る極楽高校陸上部の弟・芳樹は、フ
ルマラソンを走るため、幼馴染の2
人とチームを結成し…。『ランティエ』
連載を書籍化

著／あさのあつこ　
出版社／角川春樹事務所
出版年／２０１５.８月

平

『小児の薬の選び方・
　　使い方　改訂４版』

『チームＦについて』

　ぬくもりあふれるちぎり絵の作り
方を、大きな写真でやさしく解説。
初心者でも気軽に楽しめるよう、ち
ぎり絵の図柄を単純化し、使う和紙
の色数を少なくしたちぎり絵入門書
です。コピーして使える型紙も収録
しています。

著／田中　悠子、出版社／主婦の友社
出版年／２０１５.９月

『はじめての
　　和紙ちぎり絵入門』

田平大

田

かみすき

平

飯野和好＆江國香織講演会
11月９日（月）午前10時～ふれあいセンターゆめホール
主催ヒラドビッグフューチャーズ　共催平戸市教育委員会

講演会のおしらせ

大

平

平田



●アルコール依存症

　飲酒を繰り返すうちにお酒を飲む量が増えてい

くようになり、やがてお酒を飲まずにはいられなく

なってしまう病気です。

　症状が進行すると、仕事や家庭生活に重大な

影響を及ぼしたり、肝臓障害などの病気を引き起

こしてしまうことがあります。

●強迫性障害

　「気にしなくてもいいとわかっていること」をどう

しても頭から振り払うことができなくなる病気です。

　他人から見ると無駄だと思える行為を繰り返し

ます。例えば「何度手を洗っても汚れている感じが

して、繰り返し手を洗う」というのが典型的な行為

です。その他に「ガスの元栓を閉めたか、戸締り

をきちんとしたか気になって何度も確認してしま

う」という症状もあります。このような症状がある

人は、自分でも「バカげたことだ」という自覚があ

ります。それでもやめられないので苦しいのです。

●統合失調症

　幻聴、幻覚、妄想、考えがまとまりにくい、社

会的機能の低下（仕事や学業などができなくなる、

能率が著しく落ちるなど）などの症状が見られる病

気のことをいいます。特に幻聴や妄想では、被害

者意識を感じるようなものが多く見られます。20

～ 30歳代で発症することが多いです。

　統合失調症の原因は、まだはっきりとはわかっ

ていませんが、悩み、ストレス、不安、環境の変化、

遺伝的要因、脳内の伝達物質などに関連がある

のではないかという説があります。

健康・福祉いきいき通信

健康・福祉

いきいき通信
　　精神疾患と聞いてどのようなことを思い浮かべますか？

　　精神疾患とは、脳の病気で誰でもかかる可能性がある病気です。「精神力の強弱」

や「性格」、「親の育てかた」と、「精神疾患のなりやすさ」は関係ありません。

　　精神疾患は、早い段階で発見し、治療を開始することで症状が穏やかになります。

「いつもと様子が違うな？」と気づいた身近な人が、治療を勧めることも大切です。  

   精神疾患の治療のためには、精神科・心療内科などの専門医を受診することが

大切です。一人で抱え込まず、医療機関や相談窓口へお気軽にご相談ください。

　　　　　　　　　　　　　   ■お問い合わせ　福祉課障害福祉班　☎内線2566

お気軽にご相談を！

●うつ病

　さまざまな出来事や体験で感じる強いストレス、

過度の疲労などが影響し合い、脳内にトラブルが

生じて、心のエネルギーが低下してしまう病気です。

　「脳の充電切れ」と例えられることもあります。

何をする気も起らない、集中力がない、人に会う

ことがおっくう、夜眠れない、食欲がなく、体重

が減ってきたなどの症状があります。

　「怠けている」「甘えている」などと誤解されがち

ですが、脳のトラブルによる病気です。

主な精神疾患

　　　相談窓口

県北保健所保健福祉班

福祉課障害福祉班

９：００～１７：００（土・日・祝日を除く）

８：３０～１７：１５（土・日・祝日を除く）

５７－３９３３

内線２５６６

受付時間電話番号
気になる症

状がある場
合は

こちらにご
相談くださ

い！
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　ＪＲ九州高速船「ビートル」歓迎セレモニーが平
戸市観光交通ターミナル周辺において開催されま

した。

　このイベントは、「ビートル」の平戸航路が１日

限定で運行されることに伴い実施されたもので、

博多港を出発し平戸港に到着した乗客の皆さんを

愛の園保育所の園児25人が和太鼓の演奏で歓迎

しました。

　この後「ビートル」は、平戸港から乗船する約

100人のお客さんを乗せ、韓国の釜山港に向けて

出発しました。

ビートルが国際航路として初運航！８
９

卓球を通して日中交流

　８月21日から24日まで、鄭成功ゆかりの地で、
友好都市である中国南安市の中学生と卓球交流を

行いました。

　今年は、友好都市締結から20周年の節目の年

にあたることから、初めて中学生同士での交流を

行いました。南安市から選手・監督など14人が

平戸を訪問し、23日は平戸文化センターにおいて、

市内68人の中学生と卓球交流大会が行われ、交

流を深めました。大会では、卓球王国・中国の中

学生相手に、度島中学校の生徒たちが白熱した試

合を繰り広げ、見事優勝しました。

8
23

8
24「平戸神楽」を受け継ぎます

　亀岡神社神楽殿で平戸神楽後継者育成講習会が
開催され、小学２年生から高校２年生までの11

人が参加しました。

   講習会は、国指定重要無形民俗文化財である

「平戸神楽」の振興と保護、育成を目的に行われて

います。子どもたちは、鈴や扇の持ち方や畳の歩

き方など神楽に必要な所作を学び、平戸神楽全24

番の中から「荒塩」、「二本幣」、「所堅」を講師の神

職から教わりました。  

　神楽殿は昨年３月に屋根瓦の修復工事を終え、

今回の講習会で初めて使われました。

 あら  しお に    ほん  へい   ところかため
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　平戸大橋海浜公園特設会場で、「平戸DISCOvol
４」（平戸DISCO実行委員会佐々木会長）が開催さ

れました。

　トップバッターとして黒田市長が熱唱するなど、

市内外のプロアマのレゲエグループやミュージ

シャン約20組がイベントを盛り上げました。中

でも最後に登場したプロのレゲエミュージシャン

「Spinna B-ILL」のライブ時には、この日一番の盛

り上がりをみせていました。

　市内外から訪れた約300人のお客さんは、心地

よい音楽を満喫していました。

レゲエミュージックで平戸を元気に！

8
30 体育館に気合いが鳴り響く！

　平戸文化センター大ホールで、「平成27年度平
戸市防犯少年武道大会」（平戸地区連合防犯協会・

平戸警察署主催）が開催されました。

　剣道・柔道を習う市内の小中学生16団体186人

が参加し、個人戦や団体戦が行われ、日頃練習し

た成果を試合にぶつけました。勝って笑う人、負

けて泣く人がいましたが、試合後の顔は皆いい表

情をしていました。

　白熱した試合が展開され、保護者も大きな声援

を送るなど、会場は熱気に包まれ盛り上がってい

ました。

13
９

子どもの自主性を磨く共同生活

　中野ふれあい会館で、通学合宿が行われ、中野
小学校の５年生から６年生までの児童15人が参

加しました。この通学合宿は、親元を離れて共同

生活を送る中で、子どもの人間関係力や生活力を

育むことを目的としており、今回で４回目の開催

となりました。

　参加した子どもたちは、自分たちで夕食の献立

を考えたり、みんなで協力しながら炊事や掃除な

どを行い、４日間の共同生活を送りました。この

通学合宿を通して、児童たちは、お互いに協力し

合うことの大切さを改めて実感していました。

９
４ インターネットの世界へようこそ！国宝が人形でよみがえる

　松浦史料博物館で、「婦女遊楽図屏風（松浦屏
風）人物真多呂人形贈呈式」が行われました。

　この人形は、福岡市在住の小田真倫芳（本名：

芳江）さんが、終戦ごろまで平戸松浦家に伝来し

た国宝「婦女遊楽図屏風（松浦屏風）」に描かれた

18人の婦女を伝統工芸・真多呂人形で再現したも

ので、9月30日まで展示されました。

　小田さんは、「この絵のふるさと平戸を思いな

がら、心をこめてかわいらしく優雅に見えるよう

に制作しました。人形たちもふるさとに帰れてよ

かったです」と笑顔で話されました。

８
27

　８月３日から９月15日にかけて、各地区で「タ
ブレットを使ったインターネット入門講座」が開

催されました。

　講座では、NTTの社員が講師となり、インター

ネットの説明から始まり、タブレットを使ってホ

テルや交通機関の予約をしたり、インターネット

の地図を使って自分が行ってみたい場所を探した

りしました。

　平戸市未来創造館で行われた講座には13人が

参加し、タブレットを前に悪戦苦闘しながらも一

生懸命、操作を覚えていました。

８
23

　８月23日、29日、県立北松農業高校で、「北松
農高スクールツーリズム」が開催されました。

　「スクールツーリズム」とは、学校と観光の融合

から生まれた新たな旅のスタイルで、この企画は

松浦鉄道と北松農高が連携して、農業高校のさま

ざまな魅力ある施設を参加者が見学・体験するツ

アーとなっています。

　参加した約40人の親子は、ロールパン作り、

動物とのふれあいやぶどう狩りなど普段あまり体

験できない内容に興味津々で、子どもだけでなく、

大人も熱心に取り組んでいました。

松浦鉄道×北松農高イベント
８
29 いつまでもお元気で！

　８月26日、紺屋町の尼﨑留作さんが100歳の誕
生日を迎えられ、黒田市長が自宅を訪れ、花束と

記念品を贈り長寿を祝いました。

　尼﨑さんは、若いころは郵便局に勤めており、
息子４人娘２人の６人の子宝に恵まれ、休みの日

には日曜大工をしながらお寺の総代も務めていま

した。現在は「介護老人保健施設ひらんど」に入所

されています。

　お祝い式では、ご家族やお孫さんに囲まれ、

「誠にありがとうございました」と感謝の言葉を述

べられました。

８
28

スピナビル

ま　  た　 ろ

ま　  り　  え
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　「ひらどツーデーウォーク2015Vol.９」が開催さ

れました。19日は生月コース、20日は平戸・田

平コースに市民の皆さんや、遠くは北海道から延

べ1,561人が参加し、５kmから30kmまでの全７

コース（エコトレッキング４コース・延べ42人参

加）を完歩目指して歩きました。

　出発式では生月勇魚捕唄保存会Jrによる太鼓の

披露や、平戸風神社中による演舞が行われ、会場

を盛り上げました。

　2日間とも爽やかな天候に恵まれ、参加者は平

戸の風景を楽しみながら歩いていました。

爽やかな天気の中、楽しくウォーキング！

９
12 初秋の平戸路を満喫

　駅長おすすめのＪＲ九州ウォーキング秋編・
西海国立公園60周年「絶景の川内峠と千里ヶ浜を

訪ねて！」が開催されました。

　当日は、市内外から約400人が参加し、平戸港

交流広場を出発して、最教寺や川内峠、千里ヶ

浜などを巡り、鄭成功記念館をゴールとする全

長約12kmのコースを歩きました。 

　参加者の皆さんは、趣きある平戸市街の街並

みや、緑あふれる自然の風景を楽しみながら、

初秋の平戸路をゆっくりと満喫して歩いていま

した。

19

９

世界のJAZZが平戸に！

　平戸オランダ商館で、世界的に活躍しているＪ
ＡＺＺバンド「ピーター・ビーツ・トリオ」をオラ

ンダから招き、「DUTCH JAZZ IN HIRADO 2015オ

ランダ商館コンサート」が開催されました。

　「ピーター・ビーツ・トリオ」はヨーロッパを中

心に活躍しており、特にピアノのピーター・ビー

ツさんは各国で国際的な賞を受賞するなど、世界

的にも有名なピアニストです。

　この日訪れた約140人の皆さんは、軽快で、心

地よいセッションに魅了され、演奏が終わるたび

に大きな拍手を送っていました。

９
12

　田平町民センターで、恒例の第38回田平町相撲

大会が開催されました。当日は、天候不良のため、

場所を田平町相撲場から町民センターに移して行

われました。小学生から一般の部まで90人が参加

し、白熱した取組に、訪れた観客も声援を送って

いました。１歳前後の赤ちゃんによる「赤ちゃんの

土俵入り」も行われ、市内外から参加した17人が、

鮮やかな化粧まわしとはちまきを身につけて土俵

入りしました。泣いている子や真剣な面持ちの子

など赤ちゃんのさまざまな表情があり、会場は笑

顔や歓声に包まれました。

目指せ！将来の大横綱
９
６大物とったど～！

　潮の浦港、薄香港周辺で「第３回ファミリー
フィッシング平戸」が平戸旅館組合主催で開催さ

れ、県内外から申し込みがあった７組19人の親

子連れが参加しました。１泊２日の行程で、市内

の民宿に泊まり、１日目は各宿泊先でおいしい夕

食を堪能し、２日目に各港から出港し船釣りを楽

しみました。

　参加者は、普段あまり体験できない船上からの

魚釣りに、最初は緊張している様子でしたが、タ

イなど大物の魚が釣れた時は満面の笑みをみせて

いました。

９
６

剣道で地域に貢献スポーツの祭典始まる

　平戸文化センターで、「第10回市民体育祭総合
開会式」が開催され、各競技部から大勢の選手が

参加しました

　式では、市相撲連盟の大石英樹選手が力強く選

手宣誓し、フェアープレーを誓いました。

　また、長年にわたり体育の普及や競技力向上に

尽力した皆さんが表彰されました。【平戸市体育

協会表彰】大島茂さん（ソフトテニス）、林直人さ

ん（中部体育振興会）、針尾英明さん（柔道）、村瀨

サトさん（ゲートボール）、本山繁治さん（バレー

ボール）

９
６

　平戸市剣道協会副会長の濵﨑壽利（生月町）さん
が「全国体育功労者表彰」を受賞されました。

　濵﨑さんは、昭和47年から生月剣道スポーツ
少年団の指導者として、小中学生の剣道の普及お

よび健全育成に尽力されました。また、「三地区

青少年剣道生月大会」を毎年開催（35回）しており、

地域に根付いた大会として貢献しています。

　「この賞をいただいたのも、いろんな人たちに

支えていただいたおかげです。これからもこの賞

に恥じぬよう、剣道を通して少しでも地域に貢献

していければと思っています」と話されました。

９
６

●



平戸市からのお知らせ

募　

集
申
・
問
農
林
課
農
林
整
備
班

　

☎
内
線
2
2
6
7

｢

森
の
め
ぐ
み
で
ま
ち
づ
く
り｣

の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

問
ま
ち
づ
く
り
課
ふ
る
さ
と
景
観
班

　

☎
内
線
２
２
８
３

屋
外
広
告
物
の
掲
示
に
は
許
可
申

請
が
必
要
で
す

問
市
民
課
国
保
年
金
班

　

☎
内
線
2
5
9
3

「
健
康
高
齢
者
」と
し
て
４
人
が
認

定
を
受
け
ま
し
た

申
・
問
総
務
課
人
事
班

　
　
　

☎
内
線
2
3
1
7

平
成
27
年
度 

臨
時
職
員
の
登
録
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

▲こちらのＱＲコードからも投稿できます。

投稿締切は
10月15日

11月
生まれ
募集中

Happy BirthdayHappy BirthdayHappy Birthday

大募集！「まちのひとびと」へあなたも投稿しませんか？募集しています

vol.41

Happy Birthday

投稿方法　写真、お子さんの氏名（ふりがな）、生年月日、性別、投稿者氏名、住所、
　　　　　電話番号、メッセージを添えて、郵便またはＥメールでお送りください。
あて先　〒859-5192　広報ひらどHappy Birthdayコーナー
　　　　Ｅメール　kouhou@city.hirado.lg.jp

発行月に誕生日を迎えるお子さんの写真を募集します。
おめでとうメッセージ付きの掲載は先着３ 人まで。発行月前の15日までにお送りください。

※メール送信の際は、件名に必ず「11月号Happy Birthday」と入れてください。
※ご投稿いただいた写真は、必ずしも掲載とは限りませんのでご了承ください。
※被写体の承諾については、投稿者の責任となります。

投稿募集！

「クラブ紹介」
　スポーツ団体や芸能団体など、平戸のまちで活躍するさまざまな団体を紹介します。私たちの活動を紹介して

欲しいなど、掲載を希望する団体は広報ひらど編集室までご連絡ください。

広報ひらど

パパとママへ。
早めに出してね♪

10月生まれの皆さんお誕生日おめでとうございます。にっこり笑顔の花がたくさん咲きました！　編集室より

田平町

お誕生日おめでとう。わがまま
娘になってきたけど、そんな佳
奈がパパもママも大好きだよ　           
           from 　博之さん・    真由美さん

山田  佳奈 ちゃん
やま  だ　　  か　な

父 母

２歳

辻町
藤島　碧  くん 
ふじしま　  あおい

１歳

1歳のお誕生おめでとう。お
兄ちゃんお姉ちゃんとたくさ
ん遊ぼうね
    　　 from     武雄さん・　留美さん母父

鏡川町

誕生日おめでとう。お姉ちゃ
んと仲良くしてね。運動会も
頑張って！
            from　 幸司さん・　 晶子さん

  やま  の　　りき  や

５歳山野  力哉 くん

母父

久保木 大翔 くん３歳 松田 悠聖 くん
まつ  だ　  はる  と

３歳 丸屋 愛翔 くん
まる  や　  まな  と

２歳 納屋 颯斗 くん
な　や　  はや  と

１歳

鋒屋 叶空 ちゃん
ほこ  や　   の　あ

２歳 磯田 渚紗 ちゃん
いそ  だ　   なぎさ

１歳 山本 鈴葉 ちゃん
やまもと　すずは

２歳藤谷　隼 くん
ふじたに　　はやと

５歳 原田 里衣紗 ちゃん
はら  だ　   り   い   さ

１歳

く　ぼ　き　  たい  が

　　

森
林
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
と
て
も
大
切

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
こ
の
森
林
の
持

つ
力
を
学
び
、
そ
の
森
の
恵
み
を
活
用
し
た
プ

ラ
ン
タ
ー
づ
く
り
、
花
苗
植
え
付
け
体
験
を
開

催
し
ま
す
。

○
と　

き　

11
月
８
日（
日
）午
後
１
時
〜
午

　

後
４
時
30
分(

受
付
：
午
後
０
時
30
分
〜)

○
と
こ
ろ　

県
立
北
松
農
業
高
校

○
内　

容　

森
の
不
思
議
な
話
、
木
製
プ
ラ
ン

　

タ
ー
作
り
、
花
苗
植
栽
な
ど

　

※

花
苗
を
植
え
た
プ
ラ
ン
タ
ー
は
松
浦
鉄
道

　
　

の
駅
に
設
置
し
ま
す
。

　

※

参
加
者
に
は
、
ひ
の
き
の
コ
ー
ス
タ
ー
を

　
　

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

○
募
集
人
数　

40
組（
80
人
）（
先
着
順
）

○
参
加
費　

無
料

○
募
集
締
切
日　

10
月
28
日（
水
）

○
申
込
先　

県
北
振
興
局
林
業
課

　

℡
0
9
5
6

-

22

-
1
7
7
6

　

市
で
は
臨
時
職
員
の
登
録
を
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す

○
採
用
期
間　

平
成
27
年
度
内
の
必
要
な
期
間

　
（
必
要
に
応
じ
て
選
考
採
用
し
ま
す
。
欠
員

　

な
ど
が
無
い
場
合
は
、
登
録
し
て
も
採
用
さ

　

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

○
職
務
内
容　

一
般
事
務
補
助
、
看
護
師
、
保

　

育
士
な
ど

○
勤
務
時
間　

１
日
６
時
間
〜
７
時
間
45
分

○
登
録
方
法　

市
販
の
履
歴
書
、
ま
た
は
総
務

　

課
・
各
支
所
・
出
張
所
に
備
え
付
け
の
申
込

　

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ

　

さ
い
。

　

※

看
護
師
、
保
育
士
と
し
て
登
録
を
希
望
す

　
　

る
人
は
免
許
証
な
ど
の
写
し
を
添
え
て
く

　
　

だ
さ
い
。

　

※

登
録
の
有
効
期
間
は
、
平
成
28
年
３
月
31

　
　

日（
木
）ま
で
で
、
提
出
書
類
は
返
却
不
可

○
応
募
資
格　

地
方
公
務
員
法
第
16
条
の
欠
格

　

事
項
に
該
当
し
な
い
人（
障
が
い
の
あ
る
人

　

に
つ
い
て
は
、
介
助
な
し
で
職
務
遂
行
で
き

　

る
人
）

○
日
額
賃
金　

５
，
５
０
０
円

　
（
事
務
補
助
・
７
時
間
45
分
勤
務
の
場
合
）

　

市
で
は
美
し
い
景
観
を
守
る
た
め
、
平
成
21

年
７
月
か
ら
景
観
条
例
を
施
行
し
て
お
り
、
こ

れ
に
伴
い
長
崎
県
屋
外
広
告
物
条
例
の
適
用
範

囲
が
市
内
全
域
に
拡
大
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
屋
外
広
告
物（※

１
）を
表
示
・

設
置
す
る
場
合
、
ま
た
す
で
に
表
示
・
設
置
し

て
い
る
も
の
に
つ
い
て
も
、
市
へ
の
許
可
申
請

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
一
定
基
準
の
自
家
広
告

物（※

２
）に
つ
い
て
は
、
許
可
申
請
が
不
要

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
許
可
を
得
ず
屋
外
広
告
物
を
掲
示
す

る
と
違
反
広
告
物
と
な
り
罰
則
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

※

１　

屋
外
広
告
物　

看
板
・
立
看
板
・
張
り

　

紙
や
広
告
塔
・
広
告
板
な
ど
、
野
外
で
常
時

　

ま
た
は
一
定
の
期
間
継
続
し
て
公
衆
に
表
示

　

を
す
る
広
告
物
な
ど
で
す
。

※

２　

自
家
広
告
物　

自
己
の
氏
名
、
店
名
、

　

商
標
、
営
業
内
容
を
表
示
す
る
た
め
、
自
己

　

の
住
所
、
事
業
所
、
営
業
所
な
ど
に
表
示
す

　

る
広
告
物
で
す
。

　

長
崎
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で
は
、

自
ら
健
康
増
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
後
期
高
齢

者
医
療
被
保
険
者
で
、
前
年
度
に「
医
療
機
関

の
受
診
が
な
い
」、「
介
護
保
険
の
給
付
を
受
け

て
い
な
い
」、「
健
康
診
査
を
受
診
し
て
い
る
」

な
ど
の
条
件
に
全
て
該
当
す
る
人
を「
健
康
高

齢
者
」と
し
て
認
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
県
内
で
48
人
、
う
ち
平
戸
市
で

は
４
人
が
認
定
を
受
け
、
健
康
高
齢
者
認
定
証

と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

広報ひらど 平成27年10月号 28Hirado City Public Relations,2015.1029

世界遺産登録に向けて、市民全員でおもてなしを！
　８月28日、平戸文化センターで「世界遺産登録を推進する平戸

市民の会総決起大会」が開催されました。その中で、㈱JTB九州

代表取締役社長の古田和吉氏の特別講演があり、｢世界遺産登録に

合わせ、来訪者に期待を超えるおもてなしを提供することが必要

で、宿泊や食事など観光関連施設だけでなく、市民レベルでのお

もてなしが感動を呼び、リピーターをつくる。今後は、市民全員

で自分ができるおもてなしをすることが重要｣と話されました。
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問
市
民
課
国
保
年
金
班

　

☎
内
線
2
5
9
2 

被
用
者
年
金
一
元
化
法
が
施
行
さ

れ
ま
す

問
消
防
本
部
予
防
課

　

☎
内
線
2
1
2
4

平
成
27
年
度
第
２
回
消
防
設
備
士

試
験
の
お
知
ら
せ

問
福
祉
課
総
務
班

　

☎
内
線
2
5
6
2

平
戸
市
福
祉
健
康
ま
つ
り
を
開
催

し
ま
す

【
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
】

　

23
歳
の
時
、
家

業
で
あ
る
鉄
工
所

の
作
業
中
、
鉄
板

落
下
の
事
故
に
よ

り
脊
髄
を
損
傷
し

車
い
す
の
生
活
と

な
る
。
入
院
中
に
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
と
出
会
い
、

ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
に
魅
了
さ
れ
、
車
い
す
マ
ラ

ソ
ン
を
開
始
。
ボ
ス
ト
ン
マ
ラ
ソ
ン
、
ベ
ル
リ
ン

マ
ラ
ソ
ン
な
ど
の
多
く
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
優
勝

し
て
い
る
。
今
年
６
月
に
東
京
マ
ラ
ソ
ン
車
い
す

レ
ー
ス
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
就
任
。
国
内
外
で
活
躍

す
る
選
手
が
競
い
合
う
世
界
最
高
レ
ベ
ル
の
車
い

す
レ
ー
ス
を
目
指
し
、
車
い
す
レ
ー
ス
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
や
、車
い
す
レ
ー
ス
の
魅
力
を
伝
え
て
い
る
。

　　

平
成
24
年
８
月
に
成
立
し
た「
被
用
者
年
金

一
元
化
法
」に
よ
り
、平
成
27
年
10
月
１
日
か
ら
、

こ
れ
ま
で
厚
生
年
金
と
３
つ
の
共
済
年
金
に
分

か
れ
て
い
た
被
用
者
年
金
制
度
が
、
厚
生
年
金

制
度
に
統
一
さ
れ
ま
す
。

○
年
金
相
談
に
つ
い
て　

共
済
組
合
な
ど
が
管

　

理
す
る
年
金
記
録
の
う
ち
、
平
成
27
年
10
月

　

以
降
に
厚
生
年
金
を
受
け
る
権
利
が
発
生
す

　

る
被
保
険
者
お
よ
び
受
給
者
に
つ
い
て
は
、 

　

年
金
事
務
所
の
窓
口
に
お
い
て
も
年
金
相
談

　

が
可
能
に
な
り
ま
す
。

○
届
出
の
受
け
付
け
に
つ
い
て　

厚
生
年
金
に

　

関
す
る
届
出
な
ど
に
つ
い
て
は
、
年
金
事
務

　

所
ま
た
は
共
済
組
合
の
ど
の
窓
口
に
お
い
て

　

も
受
付
を
行
い
ま
す
。（
一
部
の
届
出
を
除
く
）

　
「
年
金
加
入
期
間
確
認
通
知
書
」や「
年
金
証

　

書
」な
ど
は
、
原
則
添
付
が
不
要
に
な
り
ま
す
。

○
年
金
の
決
定
・
支
払
に
つ
い
て　

厚
生
年
金

　

の
決
定
・
支
払
は
、
従
来
ど
お
り
、
厚
生
年

　

金
被
保
険
者
期
間
分
は
日
本
年
金
機
構
、
共

　

済
組
合
の
加
入
期
間
分
は
各
共
済
組
合
な
ど

　

で
行
い
ま
す
。

○
そ
の
他　

年
金
額
に
つ
い
て
、
１
０
０
円

　

単
位（
50
円
以
上
切
り
上
げ
）か
ら
１
円
単

　

位（
50
銭
以
上
切
り
上
げ
）へ
変
更
さ
れ
ま
す
。

　

各
支
払
期
の
端
数
処
理
に
つ
い
て
、
１
円
未

　

満
の
端
数
が
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を
切
り
捨

　

て
、
切
り
捨
て
た
金
額
の
合
計
額
を
翌
年
２

　

月
に
支
払
わ
れ
る
年
金
額
に
加
算
し
ま
す
。

○
お
問
合
せ
先　

佐
世
保
年
金
事
務
所

　
（
℡
0
9
5
6

-

34

-

1
1
8
9
）ま
た
は
、

　

各
共
済
組
合

○
試
験
日　

平
成
28
年
１
月
31
日（
日
）

○
試
験
会
場　

長
崎
大
学（
長
崎
市
文
教
キ
ャ

　

ン
パ
ス
）

○
試
験
の
種
類　

甲
種（
特
類
、
第
１
類
〜
第

　

５
類
）乙
種（
第
１
類
〜
第
７
類
）

○
願
書
受
付
期
間

　

書
面
申
請　

11
月
20
日（
金
）〜
12
月
４
日

　
（
金
）

　

電
子
申
請　

11
月
17
日（
火
）〜
12
月
１
日

　
（
火
）

○
申
込
書
配
布
先　
（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ

　

ン
タ
ー
長
崎
県
支
部
、
長
崎
県
消
防
保
安
室
、

　

長
崎
県
各
振
興
局（
長
崎･

県
央
を
除
く
）、

　

県
内
の
消
防
署
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

○
と　

き　

10
月
18
日（
日
）午
前
９
時
30
分
〜

　

午
後
３
時
30
分

○
と
こ
ろ　

平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー

○
特
別
協
賛　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本

○
入
場
料　

無
料（
無
料
託
児
所
あ
り
）

▼
福
祉
講
演
会（
手
話
通
訳
あ
り
）

○
と　

き　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分

○
講　

師　

副
島
正
純
氏（
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　

ア
テ
ネ
大
会
マ
イ
ル
リ
レ
ー
銅
メ
ダ
リ
ス
ト
）

○
演　

題

　
「
挑
戦　

〜
今
、
私
に
で
き
る
こ
と
〜
」

▼
催
し
物

　
　

好
評
の「
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
コ
ー
ナ
ー
」が

　

あ
り
ま
す
。
ス
タ
ン
プ
を
も
ら
っ
て
豪
華
賞

　

品
を
ゲ
ッ
ト
し
よ
う
！
そ
の
他
、
保
育
園
児

　

に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
福
祉
施
設
・
団

　

体
に
よ
る
作
品
展
、
各
種
健
康
相
談
コ
ー

　

ナ
ー
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
体
験
、
も
ち
つ
き
、

　

呈
茶
、
ふ
わ
ふ
わ
遊
具
な
ど

　
　

保
育
士
に
よ
る
無
料
の
託
児
所
や
キ
ッ
ズ

　

広
場
、
授
乳
室
・
お
む
つ
交
換
所
も
あ
り
ま
す
。

　

ご
家
族
連
れ
で
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
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問
市
民
課
国
保
年
金
班

　

☎
内
線
2
5
9
2

「
５
年
の
後
納
制
度
」が
始
ま
り
ま
す

問
観
光
課
観
光
振
興
班

　

☎
内
線
2
2
7
4

「
西
海
国
立
公
園
指
定
60
周
年
記
念 

平
戸

の
佐
志
岳
に
登
ろ
う
」を
開
催
し
ま
す

問
ま
ち
づ
く
り
課
ふ
る
さ
と
景
観
班

　

☎
内
線
2
2
8
2

10
月
は『
土
地
月
間
』10
月
１
日
は

『
土
地
の
日
』で
す

問
市
民
課
国
保
年
金
班

　

☎
内
線
2
5
9
2 

国
民
年
金
付
加
保
険
料
を
納
め
て

年
金
額
を
増
や
し
ま
せ
ん
か
？

　
【
例
】付
加
保
険
料
を
10
年
間
納
め
た
場
合

　

納
付
総
額…

4
0
0
円×

10
年（
1
2
0
月
）

　

＝
4
8
，0
0
0
円

　

受
給
額（
年
額
）…

 

2
0
0
円×

10
年（
1
2

　

0
月
）＝
2
4
，0
0
0
円

　

付
加
保
険
料
の
納
付
は
、
申
し
込
ん
だ
月
分 

　

か
ら
と
な
り
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、
市
民

　

課
国
保
年
金
班
ま
た
は
各
支
所
、
各
出
張
所

　

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ
先　

佐
世
保
年
金
事
務
所

　

℡
0
9
5
6

-

34

-

1
1
8
9

　

土
地
は
限
ら
れ
た
貴
重
な
資
源
で
す
。
将
来

の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
ま
た
明
日
の
豊
か

な
暮
ら
し
の
た
め
に
も
土
地
の
有
効
利
用
が
大

切
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
豊
か
で
安
心
で
き
る

住
み
よ
い
社
会
を
築
く
た
め
に
、
皆
さ
ん
も
一

度
土
地
の
有
効
利
用
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

　

国
土
利
用
計
画
法
は
、
適
正
か
つ
合
理
的
な

土
地
利
用
の
確
保
を
図
る
た
め
土
地
取
引
の
届

出
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
一
定
面
積
以
上
の

土
地
の
取
引
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
契
約
を
締

結
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
２
週
間
以
内
に
当
該

土
地
が
所
在
す
る
市
町
村
の
長
を
経
由
し
て
、

都
道
府
県
知
事
に
届
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は『
長
崎
県
企
画
振
興
部
土
地
対
策

室
』の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
ふ

る
さ
と
景
観
班
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　　

国
民
年
金
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
過
去
10
年

間
の
保
険
料
未
納
分
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る

「
後
納
制
度
」が
９
月
30
日
に
終
了
し
、
10
月
１

日
か
ら
は
、
新
た
に
過
去
５
年
間
を
対
象
と
し

た
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、
申

請
が
必
要
で
す
。
な
お
、
今
年
度
に
後
納
制
度

の
承
認
を
受
け
て
い
る
人
に
は
、
日
本
年
金
機

構
か
ら
個
別
に
お
知
ら
せ
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ
先　

佐
世
保
年
金
事
務
所

　

℡
0
9
5
6

-

34

-

1
1
8
9

　

定
額
の
保
険
料
に
付
加
保
険
料
を
上
乗
せ
し

て
納
め
る
こ
と
で
、
受
給
す
る
年
金
額
を
増
や

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
付
加
年
金
の
受
給
開
始

か
ら
２
年
間
で
、
納
め
た
付
加
保
険
料
総
額
の

年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
、大
変
お
得
で
す
。

○
付
加
年
金
に
加
入
で
き
る
人　

国
民
年
金
第

　

１
号
被
保
険
者
ま
た
は
65
歳
未
満
の
任
意
加

　

入
被
保
険
者
。
た
だ
し
、
国
民
年
金
保
険
料

　

の
免
除
該
当
者
お
よ
び
国
民
年
金
基
金
加
入

　

者
を
除
く
。

○
付
加
保
険
料　

4
0
0
円（
月
額
）

○
付
加
年
金
額　

2
0
0
円×

納
付
月
数

届
出
が
必
要
な
土
地
面
積

　

①
市
街
化
区
域　

2
，0
0
0
㎡
以
上

　

②
①
を
除
く
都
市
計
画
区
域　

５
，0
0
0
㎡

　
　

以
上

　

③
都
市
計
画
区
域
外　

１
０
，0
0
0
㎡
以
上

 　

西
海
国
立
公
園
で
あ
る
佐
志
岳
に
登
っ
て
、

秋
の
草
原
の
花
を
観
察
し
ま
す
。

○
と　

き　

11
月
７
日（
土
）午
前
11
時
〜
午

　

後
３
時

○
と
こ
ろ　

佐
志
岳（
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー  

　

集
合
、
解
散
）

○
対　

象　

小
学
３
年
生
以
上（
小
学
３
年
生

　

は
保
護
者
要
参
加
）

○
定　

員　

20
人（
申
込
締
切
後
、
抽
選
）

○
参
加
費　

２
０
０
円（
昼
食
は
各
自
持
参
）

○
申
込
方
法　

は
が
き
、
F
A
X
ま
た
は
九
十

　

九
島
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
お
申
込
フ
ォ
ー
ム
に
①
参
加
者
全
員
の
氏  

　

名
②
生
年
月
日（
学
年
）③
性
別
④
代
表
者
住

　

所
⑤
電
話
番
号
を
記
入
し
、
期
限
ま
で
に
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
申
込
期
限　

10
月
23
日（
金
）

○
申
込
先　

〒
8
5
8

-

0
9
2
2　

佐
世
保

　

市
鹿
子
前
町
1
0
5
3

-

2
九
十
九
島
ビ
ジ

　

タ
ー
セ
ン
タ
ー「
平
戸
の
佐
志
岳
に
登
ろ
う
」係

　

F
A
X 
0
9
5
6

-

28

-

7
3
5
1

○
お
問
い
合
わ
せ
先　

九
十
九
島
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

　

タ
ー　

℡
0
9
5
6

-

28

-

7
9
1
9

　９月13日、平戸文化センターにおいて、講師にノンフィクショ

ン作家で評論家の柳田邦男さんを招いて、市民生涯学習講演会が

開催され、約300人の市民の皆さんが来場しました。

　「心豊かな人生のために」と題した講演では、両目を失明し両手

も失った男性が１冊の本と出会ったことで、舌や唇で点字を読む

ことを覚え教員にまでなったことを紹介し、読書や読み聞かせの

大切さを話しました。

本との出会いを大切に在住

30分

研修



西
九
州
自
動
車
道
夜
間
通
行
止
の

お
知
ら
せＮ

Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本

☎
０
９
５
２

-

62

-

５
１
２
１

国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局

長
崎
河
川
国
道
事
務
所

☎
０
９
５

-

８
３
９

-

９
２
１
１

問

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
0
5
7
0

-
0
0
8
6
5
6

問

お
子
さ
ん
の
教
育
資
金
を「
国
の

教
育
ロ
ー
ン
」（
日
本
政
策
金
融
公

庫
）が
サ
ポ
ー
ト
！

（
公
財
）松
浦
史
料
博
物
館

☎
22

-

2
2
3
6

問

「
第
５
回
平
戸
大
心
茶
会
」を
開
催
し
ま
す

県
立
平
戸
高
校　

松
本

☎
28

-

0
0
3
4

問

「
金
管
楽
器
入
門
講
座
」の
ご
案
内

に
つ
い
て

平
戸
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
22

-

3
1
0
0

申
・
問

介
護
補
助
員
養
成
講
習
の
受
講
者

を
募
集
し
ま
す

J

-

P
O
W
E
R　

松
浦
火
力
発
電
所

☎
0
9
5
6

-

72

-

1
2
0
1

問
「
J

-

P
O
W
E
R　

輪
ン
ダ
フ
ル

ホ
リ
デ
ー
＠
ま
つ
う
ら
2
0
1
5
」

を
開
催
し
ま
す

ワ

平戸市からのお知らせ

○
受
講
料　

無
料

○
申
込
方
法　

事
務
所
に
備
え
付
け
の
申
込
用

　

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
お
申
し
込
み

　

く
だ
さ
い
。

○
申
込
期
限　

10
月
30
日（
金
）

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」は
、
高
校
、
短
大
、
大
学
、

専
修
学
校
、
各
種
学
校
や
外
国
の
高
校
、
大
学

な
ど
に
入
学
・
在
学
す
る
子
ど
も
を
お
持
ち
の

家
庭
を
対
象
と
し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

○
融
資
額　

子
ど
も
１
人
に
つ
き
３
５
０
万
円

　

以
内

○
金　

利　

年
２
・
15
％

　

※

母
子
家
庭
の
人
な
ど
は
年
１
・
75
％（
平

　
　

成
27
年
５
月
11
日
現
在
）

○
返
済
期
間　

15
年
以
内

　

※

母
子
家
庭
の
人
な
ど
は
18
年
以
内

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」で
検

　

索
○
問
い
合
わ
せ　

☎
０
５
７
０‐

０
０
８
６

　

５
６（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）、
ま
た
は
☎
０
３-

　

５
３
２
１‐

８
６
５
６

○
と　

き　

10
月
４
日（
日
）午
前
10
時
〜
午

　

後
３
時

○
と
こ
ろ　

松
浦
火
力
発
電
所

○
内　

容　

発
電
所
見
学
会
、
仮
面
ラ
イ
ダ
ー

　

ド
ラ
イ
ブ
＆
鎧
武
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、

　

ふ
れ
あ
い
ペ
ン
ギ
ン
広
場（
長
崎
ペ
ン
ギ
ン

　

水
族
館
）、
パ
ト
カ
ー
・
ミ
ニ
白
バ
イ
に
乗
っ

　

て
記
念
撮
影（
松
浦
警
察
署
協
力
）、
起
震
車

　

で
地
震
体
験（
松
浦
市
消
防
本
部
協
力
）、
フ

　

ワ
フ
ワ
遊
具
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー

○
参
加
費　

無
料（
一
部
の
飲
食
店
を
除
く
）

○
と　

き　

10
月
25
日（
日
）午
前
10
時
〜

○
と
こ
ろ　

松
浦
史
料
博
物
館

○
茶
券
代　

５
，
０
０
０
円（
平
戸
オ
ラ
ン
ダ

　

商
館
・
松
浦
史
料
博
物
館
無
料
入
館
券
付
）

○
と　

き　

11
月
26
日（
木
）〜
12
月
17
日（
木
）

　

ま
で
の
毎
週
木
曜
日（
計
４
回
）

○
と
こ
ろ　

平
戸
高
校
音
楽
室

○
定　

員　

10
人

○
申
込
方
法　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
連
絡
先
、

　

要
望
を
電
話
ま
た
は
F
A
X
で
申
し
込
ん
で

　

く
だ
さ
い
。
F
A
X
20-

3
0
0
2

○
申
込
期
限　

10
月
30
日（
金
）※

定
員
に
な
り

　

次
第
、
申
し
込
み
を
締
め
切
り
ま
す
。
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道
路
安
全
対
策
工
事
の
た
め
、
夜
間
通
行
止

め
を
実
施
し
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
工
事
期
間
中
は
、
一
般
道
の
利
用
を
お
願

い
し
ま
す
。

○
区　

間　

佐
世
保
三
川
内
Ｉ
Ｃ
〜
佐
々
Ｉ
Ｃ

　

間
○
と　

き　

11
月
９
日（
月
）〜
13
日（
金
）午

　

後
８
時
〜
翌
朝
午
前
６
時

　

※

雨
で
順
延
の
場
合　

11
月
16
日（
月
）〜
20

　
　

日（
金
）

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
在
宅
で
の

生
活
支
援
や
介
護
施
設
な
ど
で
の
補
助
員
と
し

て
、
介
護
な
ど
に
関
す
る
基
礎
知
識
や
技
術
を

習
得
す
る
講
習
を
開
催
し
ま
す
。

○
と　

き　

11
月
10
日（
火
）〜
平
成
28
年
１
月

　

19
日（
火
）　

　

こ
の
期
間
中
、
週
１
回
程
度
の
計
８
日
間

○
と
こ
ろ　

平
戸
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー（
岩

　

の
上
町
１
４
６
６
番
地
）

○
対
象
者　

55
歳
以
上
の
人（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　

に
求
職
登
録
が
必
要
で
す
）

○
定　

員　

15
人（
先
着
順
）

ガ
イ
ム

問
商
工
物
産
課
６
次
産
業
振
興
班

　

☎
内
線
２
２
１
５

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
販
売
戦
略
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

問
保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
内
線
5
2
1
0

10
月
は
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
月
間
で
す

問
文
化
交
流
課
文
化
遺
産
班

　

☎
内
線
2
2
7
8

「
キ
リ
シ
タ
ン
の
世
紀
と
世
界
遺
産
」

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す

問
福
祉
課
高
齢
者
支
援
班

　

☎
内
線
2
5
0
6

在
宅
寝
た
き
り
高
齢
者
等
介
護
見
舞

金
の
内
容
を
変
更
し
て
支
給
し
ま
す

問
行
革
推
進
課
行
革
推
進
班

　

☎
内
線
２
３
５
２

新
た
な
窓
口
サ
ー
ビ
ス
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
す

な
ど
、
制
度
内
容
が
こ
れ
ま
で
と
変
更
と
な
っ

て
い
ま
す
。

○
寝
た
き
り
高
齢
者
等
と
は　

10
月
１
日（
基

　

準
日
）に
お
い
て
市
内
に
１
年
以
上
住
所
を

　

有
す
る
65
歳
以
上
の
人
で
、
要
介
護
３
以
上

　

に
該
当
し
、１
年
間
に
お
い
て
病
院
な
ど（
短

　

期
入
所
を
含
む
）に
入
院
し
て
い
た
期
間
が

　

90
日
を
超
え
な
い
人

○
支
給
対
象
者　

基
準
日
に
お
い
て
、
寝
た
き

　

り
高
齢
者
な
ど
を
、
家
庭
で
介
護
し
た
市
内

　

在
住
の
親
族
ま
た
は
同
居
の
人

○
支
給
金
額  

２
万
５
，
０
０
０
円

○
申
請
期
限　

11
月
２
日（
月
）

○
申
請
方
法　

福
祉
課
高
齢
者
支
援
班
、
ま
た

　

は
各
支
所
、
各
出
張
所
に
備
え
付
け
の
申
請

　

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
各
地
区
民
生
児

　

童
委
員
よ
り
証
明
を
受
け
た
上
、
申
請
し
て

　

く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
来
庁
者
に
対
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
目
的
に
、便
利
で
利
用
し
や
す
い「
総

合
受
付
窓
口
」を
平
成
28
年
１
月
か
ら
本
庁
舎

に
開
設
し
ま
す
。
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
広

報
ひ
ら
ど
12
月
号
の
中
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　　
「
生
月
町
博
物
館
・
島
の
館
」の
開
館
20
周
年

記
念
と
、「
長
崎
の
教
会
群
と
キ
リ
ス
ト
教
関
連

遺
産
」世
界
遺
産
登
録
推
進
事
業
と
し
て
、
ポ

ル
ト
ガ
ル
か
ら
研
究
者
を
招
き
、
キ
リ
シ
タ
ン

時
代
の
信
仰
の
様
相
に
つ
い
て
検
証
す
る

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

○
と　

き　

11
月
１
日（
日
）午
後
０
時
30
分
〜

　

午
後
５
時

○
と
こ
ろ　

生
月
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

○
入
場
料　

無
料

○
内　

容 　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
今
尾

　

昌
子
ラ
イ
ブ「
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
の
夢
」、
世

　

界
遺
産
に
関
す
る
発
表（
カ
ス
テ
ル
ブ
ラ
ン

　

コ
さ
ん
）、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン「
キ

　

リ
シ
タ
ン
信
仰
の
様
相
」（
コ
ス
タ
さ
ん
、
岡

　

美
穂
子
さ
ん
、
中
園
成
生
学
芸
員
）、
山
田

　

か
く
れ
信
者
唄
オ
ラ
シ
ョ
公
演

　

寝
た
き
り
高
齢
者
な
ど
を
日
常
介
護
し
て
い

る
人
に
対
し
、
介
護
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
福
祉

の
増
進
を
図
る
た
め
に
、
在
宅
寝
た
き
り
高
齢

者
等
介
護
見
舞
金
を
支
給
し
ま
す
。
支
給
要
件

　

効
果
的
動
画
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
生
か
し
た
販
売
戦
略

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

○
と　

き　

11
月
10
日（
火
）午
後
１
時
30
分

　

〜
午
後
４
時
30
分

○
と
こ
ろ　

未
来
創
造
館

○
内　

容　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
使
い
販

　

売
戦
略
・
戦
術
を
高
め
る
こ
と
を
学
ぶ
良
い

　

機
会
で
す
。

○
参
加
費　

無
料

　　

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
は
、
皆
さ
ん
に
乳
が
ん
の
早

期
発
見
の
大
切
さ
を
伝
え
る
活
動
を
し
て
い
ま

す
。

　

自
分
の
人
生
、
そ
し
て
家
族
を
守
る
た
め
に
、

乳
が
ん
健
診
を
２
年
に
１
回
は
受
け
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
受
診
す
る
際
に
は
、
次
の
医
療
機
関
に

事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
市
内
で
乳
が
ん
検
診
を
受
診
で
き
る
施
設

　

柿
添
病
院（
☎
23-

２
１
５
１
）

　

平
戸
市
民
病
院（
☎
28-

１
１
１
３
）



火災
救急

件　数
死　者
負傷者

◎８月末までの交通事故件数

◎8月末までの火災救急件数

◎人口の動き
■平戸市人口／33,341（－31）
　男性／15,630人（－18）
　女性／17,711人（－13）
■世帯数　14,286戸（6）
※（　）は、前月との比較
　　　　　平成27年9月1日現在

※（ 　）内は昨年同期

※（ 　）内は昨年同期
（重傷）　7人　（軽傷）49人

（51件）
（2人）
（77人）

40件
0人
56人

12件）
1,115件（1,029件）
　10件（

骨
髄
バ
ン
ク
推
進
月
間

（
財
）骨
髄
移
植
推
進
財
団

☎
0
1
2
0-

4
4
5-
4
4
5

問

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金

長
崎
労
働
局
賃
金
室

☎
0
9
5-

8
0
1-

0
0
3
3

問

松
本
八
千
穂

☎
０
８
０-

１
２
２
０-

２
１
３
８

問

「
大
島
会
」名
古
屋
地
区
開
催
の

お
知
ら
せ長

崎
県
立
ろ
う
学
校
佐
世
保
分
校

☎
０
９
５
６
‐
46
‐
０
８
８
１

申
・
問

長
崎
県
立
ろ
う
学
校
佐
世
保
分
校

第
２
回
学
校
公
開
の
お
知
ら
せ

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
佐
世
保

☎
0
9
5
6
‐
58
‐
3
1
1
8

申
・
問

公
共
職
業
訓
練
12
月
期
入
所
受
講
生

募
集
し
ま
す

平
戸
市
た
び
ら
昆
虫
自
然
園

☎
57

-

3
3
4
8

申
・
問

自
然
観
察
解
説
指
導
員
要
請
講
座
を

開
催
し
ま
す

○
募
集
訓
練
科　

テ
ク
ニ
カ
ル
メ
タ
ル
ワ
ー
ク

　

科（
若
年
者
コ
ー
ス
・
企
業
実
習
あ
り
）

○
定　

員　

13
人

○
募
集
締
切
日　

11
月
４
日（
水
）

　

※

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
最
寄
の
ハ
ロ

　
　

ー
ワ
ー
ク「
職
業
訓
練
相
談
窓
口
」ま
で
お

　
　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

当
施
設
の
解
説
案
内
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
基
に
、

自
ら
が
身
近
な
環
境
を
探
索
し
な
が
ら
、
昆
虫

や
自
然
へ
の
理
解
深
め
、
さ
ら
に
指
導
方
法
を
、

実
習･
講
義
を
通
じ
て
お
伝
え
し
ま
す
。
講
座

は
連
続
し
て
５
回
開
催
し
、
３
回
以
上
受
講
し

た
人
に
は
、
修
了
証
を
発
行
し
ま
す
。

　

詳
し
い
日
程
お
よ
び
講
義
内
容
に
つ
い
て
は
、

た
び
ら
昆
虫
自
然
園
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

10
月
は
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
月
間
で
す
。
日
本

で
非
血
縁
者
か
ら
の
骨
髄
提
供
を
必
要
と
し
て

い
る
患
者
は
毎
年
２
，
０
０
０
人
に
な
り
ま
す
。

　

ド
ナ
ー
登
録
は
２
㎖
の
採
血
で
済
み
ま
す
。

適
合
す
る
ド
ナ
ー
を
待
ち
望
む
患
者
に
と
っ
て

あ
な
た
の
登
録
が
命
を
つ
な
ぐ
チ
ャ
ン
ス
に
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

１
人
で
も
多
く
の
患
者
を
救
う
た
め
に
、
骨

髄
バ
ン
ク
へ
の
ド
ナ
ー
登
録
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

《
注
意
》　

骨
髄
提
供
は
死
後
の
臓
器
提
供
で
は

　

あ
り
ま
せ
ん
。

○
ド
ナ
ー
登
録
で
き
る
人

　

・
骨
髄
提
供
の
内
容
を
十
分
に
理
解
し
て
い

　
　

る
人

　

・
18
歳
以
上
54
歳
以
下
で
健
康
な
人

　

・
体
重
が
男
性
45
㎏
以
上
、
女
性
40
㎏
以
上

　
　

の
人

○
ド
ナ
ー
登
録
窓
口　

県
北
保
健
所
地
域
保
健

　

課　

℡
57

-

3
9
3
3

　

長
崎
県
最
低
賃
金
が「
１
時
間
6
9
4
円
」

に
改
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
低
賃
金
法
に
基
づ
き
、
国
は
賃
金
の
最
低

額
を
定
め
、
事
業
者
は
そ
の
最
低
額
以
上
の
賃

金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

事
業
者
も
労
働
者
も
必
ず
最
低
賃
金
を

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
こ
の
最
低
賃
金
は
、
平
成
27
年
10
月

7
日（
水
）か
ら
適
用
と
な
り
ま
す
。

【
平
戸
地
区
】　　

井
関　

優
桜 

龍
太 

前
津
吉
浦

栁
原　

杏
夏 

卓 

志
々
伎
浦

宮
川　

凜
咲 

高
太
郎 

宮
の
浦

栗
川　

燈
和 

史
津 

宮
の
町

坂
口　

大
和 

大
作 

紐
差
第
１

山
野　

太
志 

良
太 

明
の
川
内

山
野　

鼓
太
郎 

義
雄 

山
野
・
白
石

関
山　

絢
音 

航 

宮
の
浦

山
中　

海
優 

一
成 

根
獅
子
第
４

増
田　

し
ず
く 

裕
司 

上
大
垣

﨑
村　

詩
織 

祐
喜 

上
大
垣

本
山　

琴
郁 

慶
英 

山
野
・
白
石

吉
浦　

蘭 

亮 

中
の
原

【
生
月
地
区
】

波
戸
本 
竣
希 

龍
平 

元
触

永
安　

朝
陽 

詠
次 

壱
部

石
川　

心
南 

啓
二 

堺
目

東　
　

桃
愛 

健
剛 

浦
南

西
澤　

佑
愛 

浩
昭 

舘
浦
浜

【
田
平
地
区
】

川
下　

喜
弘 

健
介 

以
善

川
下　

瑛
加 

健
介 

以
善

西
岡　

花
梨 

敏
行 

永
田

【
平
戸
地
区
】

谷
田　

チ
ヨ
ノ 
98
歳 
8
／
17 
後
平

村
瀬
ジ
ュ
ン
子 
94
歳 
8
／
17 
戸
石
川

高
本　

ナ
ツ
ヱ 
68
歳 
8
／
18 
宝
亀
第
１

高
木　

節
慈 

84
歳 
8
／
18 
志
々
伎
浦

吉
岡　

正
俊 

79
歳 
8
／
19 
猪
渡
谷

立
石　

智 

82
歳 
8
／
24 
津
吉
元

大
山　

シ
ヱ 

91
歳 
8
／
25 
大
佐
志

末
永　

マ
チ
子 
94
歳 
8
／
27 
野
子

山
田　

キ
ヨ 

83
歳 
8
／
27 
根
獅
子
第
２

寺
田　

進 

88
歳 
8
／
28 
主
師

紙
屋　

ス
ヅ
ヨ 
88
歳 
8
／
29 
度
島
浦

市
田　

蜜
太
郎 
88
歳 
8
／
30 
紐
差
第
４

大
山　

優 

73
歳 
8
／
30 
紐
差
第
２

俵
屋　

昭　
 

77
歳 
9
／
2 
幸
の
浦

松
元　

キ
ク
ヱ 
89
歳 
9
／
3 
神
上

土
肥　

大
三
郎 
81
歳 
9
／
3 
獅
子
第
３

浦
上　

鶴
義 

82
歳 
9
／
3 
野
子

小
関　

君 

92
歳 
9
／
3 
稗
田

市
山　

榮
重 

81
歳 
9
／
3 
朶
の
原

吉
住　

キ
サ
子 
86
歳 
9
／
4 
前
津
吉
浜

塚
本　

強
三 

83
歳 
9
／
7 
木
ヶ
津
第
２

江
口　

政
雄 

82
歳 
9
／
9 
早
福

宮
本　

キ
ク
ヱ 
103
歳 
9
／
11 
大
野

針
尾　

セ
イ 

109
歳 
9
／
11 
堤

宮
﨑　

源
一 

89
歳 
9
／
11 
鮎
川　

　

保　

文
男 

71
歳 
9
／
13 
紐
差
第
３

林　
　

文
子 

88
歳 
9
／
14 
野
子

加
島　

ヨ
ネ 

90
歳 
9
／
14 
稗
田

【
生
月
地
区
】

塚
本　

亜
起
男 

58
歳 
8
／
16 
浦
北

桝
屋　

勝 

74
歳 
8
／
26 
浦
南

西
澤　

幸
子 

60
歳 
8
／
29 
舘
浦
潮
見

松
本　

庫
吉 

71
歳 
9
／
1 
浦
南

白
石　

フ
サ
ヨ 

91
歳 
9
／
7 
舘
浦
潮
見

西
澤　

ミ
ヨ 

93
歳 
9
／
5 
舘
浦
屋
敷

福
田　

正
人 

90
歳 
9
／
5 
山
田

大
浦　

敏
男 

90
歳 
9
／
12 
元
触

【
田
平
地
区
】

金
丸　

康
彥 

92
歳 
8
／
21 
米
の
内

中
倉　

ミ
サ
子 
77
歳 
8
／
27 
小
崎

下
田　

正
幸 

90
歳 
8
／
29 
永
田　

深
部　

茂 

84
歳 
9
／
7 
深
月　

冠　
　

ワ
サ 

97
歳 
9
／
13 
米
の
内

宮
木　

妙
子 

95
歳 
9
／
14 
釜
田

【
大
島
地
区
】

柴
山　

ツ
ヨ 

97
歳 
9
／
9 
西
神
浦

　
　
　
　
　
　

（
8
／
16
〜
９
／
15
受
付
分
）
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東
海
地
区（
愛
知
、
岐
阜
、
三
重
、
静
岡
、
他

近
県
）に
在
住
の
大
島
村
出
身
者
の
親
睦
会
を

開
催
し
ま
す
。

○
と　

き　

11
月
７
日（
土
）　

午
後
３
時
〜
午

　

後
６
時

○
と
こ
ろ　

名
古
屋
ク
ラ
ウ
ン
ホ
テ
ル

○
連
絡
先　

総
括
責
任
者　

岡
村　

徹 
　

　

℡
０
９
０‐

４
４
０
６‐

０
９
９
０

　

本
校
で
の
教
育
活
動
や
施
設
を
公
開
し
、
公

開
授
業
や
教
育
支
援
講
座
、
教
育
相
談
を
行
い

ま
す
。

○
と　

き　

11
月
11
日（
水
）午
後
１
時
〜
午
後

　

４
時
50
分

○
と
こ
ろ　

長
崎
県
立
ろ
う
学
校
佐
世
保
分
校

　
（
佐
世
保
市
小
舟
町
60
番
地
）

○
内　

容　

公
開
授
業
・
教
育
支
援
講
座
・
教

　

育
相
談
ほ
か

○
申
込
期
限　

11
月
２
日（
月
）

　
い　
せ
き 

　
ゆ　

ら 

り
ょ
う
た

や
な
ぎ
は
ら 
　
も　

な 

す
ぐ
る

み
や
が
わ 

り
い　
さ 

こ
う　
た　
ろ
う

く
り
か
わ 

　
と　

わ 

　
し　

づ

さ
か
ぐ
ち 

や
ま　
と 

だ
い
さ
く

や
ま　
の 

た
い　
し 

り
ょ
う
た

や
ま　
の 

こ   

た  

ろ
う 

よ
し　
お

せ
き
や
ま 

あ
や　
ね 

わ
た
る

や
ま
な
か 

　
み　

ゆ 

い
っ
せ
い

ま
す　
だ 

 

ゆ
う　
じ

さ
き
む
ら 

　
し　
お
り 

ゆ
う　
き

も
と
や
ま 

こ
と　
か 

よ
し
ひ
で

よ
し
う
ら 

ら
ん 

り
ょ
う

　
は　

と　
も
と 

し
ゅ
ん
き 

り
ゅ
う
へ
い

な
が
や
す 

あ
さ　
ひ 

え
い　
じ

い
し
か
わ 

こ
こ　
な 

け
い　
じ

ひ
が
し 

も
も　
か 

け
ん
ご
う

に
し
ざ
わ 

　
ゆ　

い 

ひ
ろ
あ
き

か
わ
し
も 

よ
し
ひ
ろ 

け
ん
す
け

か
わ
し
も 

え
い　
か 

け
ん
す
け

に
し
お
か 

　
か　
り
ん 

と
し
ゆ
き

た
に　
だ

む
ら　
せ

た
か
も
と

た
か　
ぎ 

せ
つ　
じ

よ
し
お
か 

ま
さ
と
し

た
て
い
し 

さ
と
る

お
お
や
ま

す
え
な
が

や
ま　
だ

て
ら　
だ 

す
す
む

か
み　
や

い
ち　
だ 

み
つ
た
ろ
う

お
お
や
ま 

ま
さ
る

た
わ
ら
や 

あ
き
よ
し

ま
つ
も
と

　
ど　

い 

だ
い
ざ
ぶ
ろ
う

う
ら
か
み 

つ
る
よ
し

　
お　
せ
き 

き
み

い
ち
や
ま 

え
い
じ
ゅ
う

よ
し
ず
み

つ
か
も
と 

き
ょ
う
ぞ
う

　
え　
ぐ
ち 

ま
さ　
お

み
や
も
と

は
り　
お

み
や
ざ
き 

げ
ん
い
ち

　
く　

ぼ 

ふ
み　
お

は
や
し 

ふ
み　
こ

　
か　
し
ま

つ
か
も
と 

　
あ　

き　

お

ま
す　
や 

か
つ

に
し
ざ
わ 

さ
ち　
こ

ま
つ
も
と 

く
ら
き
ち

し
ら
い
し

に
し
ざ
わ

ふ
く
だ 

ま
さ　
と

お
お
う
ら 

と
し　
お

か
な
ま
る 

や
す
ひ
こ

な
か
く
ら

し
も　
だ 

ま
さ
ゆ
き

ふ
か　
べ 

し
げ
る

か
も
り

み
や　
き 

た
え　
こ

し
ば
や
ま


